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1、　ま之汐べき

　　文戴の真驚判別に対して薦ダτ福統ン鮪肋方ラ麸一綬諭。芝畝ること1‡，髭里

な話のようにt前之る，真偽判別出題では．偽なるうグ、の千薯定性の放1二．通・羊の

統計的判別分梅の適用で累月題が屠：済できるかどクかは，イリ1用ゼ能な冒料の塘徴．1こよ

’ること1こな，ると思う。

　　イ列之は〕判別匙真年群と偽作君羊のZ群にわげて彦之るとしよう。こ〆，とき．亥．
イ‘戸群と女瓦比為れてい，るイ為イ乍君羊、の特雀てき．牛寺足イrして・き一す一一t　イ為づ乍君羊と構ノ崩す、るイ為イ乍資料‘の

魏鋤・すると，まr撰な。た小亭が毘掲詩に感応物構威力骨安定であれば
Z君羊判別は放功し好剤ろう。

　　これ1こ対レて，4為年群と構厳する偽作亥料に，一真作に似せようとすろ存為ヵベあ

・て，それが塒徴として括れうときには，z群判別で・成坊する可能性ヵ協ることに

「sろク。

　　ところで彬llのた鋼基礎資権得勧‘・，　a＃・語の文献怖こ譲的砧
のにな’ると，文．章’9単語屋分解する作・業が大変．である。　このこと。5，　こa　e研宛に取

掛・てみて，あらたのて認識させう紺こことであるガtこのよう蔽料露移偉
椥⊂読み込めるようにするの，二」弄究の初心度の殆と吃使。てしま，た。

　　3＃とtt．過し，一応威果報告書の作成〃ぐ可能年回に纒わたとはVウtのの，

間色の結指までにぱ．まだまに験証すべ総柄ヵ峨。ていうし，真偽半・團閣題‘粛

する統計的方法には，更に検討されるべくものと含むように尼ラ。

　　このよう壊一とから、この所獄果報告書では，統計解梅こおげる方瀦餅，

それC・うの結論よりぱ一画ヵ皆紅ぐぱ）eとに庚。て検討し直せるS）iz，　’S　6べ

く経過の記録ととどのておくように助乙比した．

代表老一　藤本　照

2．ノ研究目力勺

　　文．南ズの真イ為判別に対・する統計的方法9実証的に研究，する．　そこで現下の文献学

的レベルでは真偽未i夫と3れている“三フ赫・虻法票：承事”ととソあげた。

　　目的とするところf9．　3．の狸の朗題は，通常の統計li7判別射肋女寸忠には劉
にくい問題であろうという言忌藷気から．　これと素充血白7判別分・・が「の；枠1内ai5のと．して取

：扱’之るぷうにするには，　どうしたらよいかと才食討し，出来得べく1よ，　そのkめの方

法への足掛ソと得る為　（一ある．

　　闇題と蘇全的に検討するために，寒た計以9細魚嚇・う感喜家の参加と得て．

石腕と継鳴してゆく計画むいる．
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　　　　るノ3．イ疋乎＝の石弄究にフいて

3，1，著者推定問題における統計的手法

統計数理研究所村上征勝
（1978年12月　受付》

　1．はじめに
　洋の東西を問わず，著名な思想家，作家の著・書として愛読され続けてきた作品の中にも，そ

の成立について細密がもたれているものが少なからず存在する．勿論，これらの疑問を解決す

べく，それぞれの分野固有の伝統的な方法によって，内容，成立等に関して多くの研究がなさ

れてきた．しかし．これとは別に作品の数量的な性質に注目して，この種の問題の解決を試み

た研究誤達もいる．この稿では，彼等が用いた研究方法やその成果を統計学の観点から要約．

整理し．内在する問題点を明確にする．第2節では著老推定問題と密接に関連する執筆順序推

定問題を．第3節では代表的な諜者推定問題を紹介し，最後の第4節で統計的パターン認識の

立場から問題点を考察する．

　2．　執筆順序推定問題

　西暦500年～1㎜年頃，パレスチナの地において旧約聖書の研究に従事していたマソラ学者

（Ma…nretes）達は，ヘブライ語の旧約聖書の索引作りの仕事の一部として，聖書各巻の文字数，

語数．宗教的な意味を持つ語の頻度などを調べていた．文献の数量的な性質に対するこのよう

な興味は19世紀に入り．執筆順序の推定や著者の推定に関する研究へと発展する．そして，

前者における主な対象はプラトンとシェクスピアであった．

　1867年，スコットランドの：LCampbeilはプラトンの著作の執筆順序の推定に関する研究

を発表した［1］．彼はプラトンの絶筆とされている「法律」を手がかりとして，主に哲学的用

語について晩年の6つの対話篇の語彙を「法律」の語彙と比較して，その著作年代を推定した．

この研究を契機に，その後，W．　Dittenberger（1896年）［2］，　W．　Lutoslawski‘1897年）［3］，　C．

Ritter（1935年）［41，　CoxとBrandwood（1959年）［5］等によってプラトンの執筆順序の推定

が・またC・Bathurst（1857年）［6］・J．　K　Ingram（1874年）［7］，　E　G．　Fleay（1874年）［8］，

EJ・Furnival（1887年，1907年）［9］，［10］，　G．　Kδnig（1888年）［11〕，　H．　Conrad（1897

年）［12］，E．　K．　Chambers（1930年）［13］，　M　R．　Yardi（1946年）［14］等によって・；＝

クスビアの著作の執筆順序の推定がおこなわれた．シェクスピアについては，生年月日を始め

として，彼の生涯や作品について謎の部分が多く，また当時，合作や劇団所有の古い脚本や

他人の作品の修正加筆が盛んであったこともあって，著老推定問題としても興味あるものが少

なくない＊が，さらに一部の人々はシェクスビアの存在までも疑いを抱いていた（第3節の

A参照）．ところで，これらの研究の多くは語彙の比較がその中心であり必ずしも統計が重要

な役割をはたしてはいない．統計的な意味で，また著者推定問題との関連で興味を引くのは

Yardiの研究である・彼はシ＝クスピアの各作品中の‘‘fUll　split　line”，‘‘redun（lant缶a1

の疑問がもたれている作品としては「ヘンリー六世」，「タイタス・アンドロニカス1，合作の疑いのある作品

　としては「じゃじゃ馬ならし」，「｝ロイダスとクレラダ」，「アテネのタイモン」，「ベリクリーズ」，「ヘン

　リー八世」があげられている
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Syllable”‘‘unsplit　1ine’　With　paiise”の割合を基に，各作品について彼のいうところの識別関数

値uを計算し，uとシェクスピアの処女作品が執筆された年から，ある作品が書かれた年まで

の経過fF数　vとの間には近似的に

　　　　　　　　　　　　　　　u　一一一一〇．　7204　十　O．　07645v

なる関係があると報告している．

　3．　著者推定問題

　A．　モードによる推定

　著者推定問題における統計学の有用性を最初に示唆したのはAugustes　de　M㎎anである．

1851年，彼はケンブリッジ大学時代の友人にあてた手紙の中で，単語の長さの平均値に作家の

特徴が表われるであろうと記している［15］［16］．このde　Morganの考えにヒントを得たオハ

イオ州立大学の地球物理学者丁．C．　Mendenha皿は，1887年にScience誌に発表した論文
［17］の中でThackeray，　DiCkens，　Miil等の文章に現われる単語の長さの度数分布一一彼はこ

の度数分布をword　spectrumと呼んti一一一一を示し，著者推定問題に対するword　spectrumの

有効性を説いた・1901年。彼はシェクスピァとフランシス・ベーコンのword　spectrumを実
に40万語，20万語という膨大なデータから求め［18］，シェクスピアのモ・一一　Kは4文字から成

る単語であり．ベーコンのモードは3文字から成る単語であることを示すことによって（図1》，

当時一部の人々によって信しられていた，シ＝クスピアなる人物は歴史上に存在せず，ベーコ

ンが圧政抗議のため一連の風刺劇を書いたという説を否定した．これが．著者推定問題に統計

が主役となって登場した最初の研究である．
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図1　シェクスビア，ベーコンの語の長さの分布

B．平均値，中央値等による推定

1939年．統計学者Undy　YUIeは，　Bacon，　Cdleridge，　Larrtb，　MaUt1eyの文の長さを調査

し，その平均値，中央値，四分位範囲等は作家間で異なるが，同一作家の作品では安定した偵

となるという結果を得た．彼はこの結果をもとにttThe：［rnitation　of　ChriSt（原題名De　I㎡ta－

tione　Christiキリストにならいてプ’と‘‘Natural　and　Political　Observatiens…made　upOn　the

BiUS　of　Mortality（死亡表に関する……自然的および政治的諸観察ア’の著者推定をこれらの
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表1．The　lmitation　of　Christ　e　a　Kernpis，　Gersonの比較

r：tiilE－ili｛ilEii611：he　imitation　5Fc’hristl　ti　Kep－p－is－I　Gerson　i　1　Gerson　2

平均値
中　央値
四分野剛

16．2語
13．　8

9．2

17．9語

15．　1

11．　8

23．4語

19．　6

18．　8

22．7語
18．　9

17．　8

表2．GrauntとPettyの比鞍

下
値
囲

　
　
範

均
三
位

　
　
分

平
中
四

Graut

標本AlB cl全体
　50．1語

　45．　2

　32．　1
1

45．5語：

38．　0

31．　7

46．9語

37．　4

39．　2

　47．5語

　40．　1

i　35．5

Petty

標本AlB c

66．1語
56．　9

47．　1

60．2語

51．　3

44．　3

56．3語

44．　0

44．　7

統計量を用いておこなっている［19］．

　“’1　he　Im量tation　of　Christ”に関しては，その著者の可能性のある人物としてThomas　h

K：empiSとJean　Charlier　de　Gersonの二人をあげ，彼等の作品と‘‘The　Imitation　of　ChriSt”

の文の長さの平均値，中央値，四分位範囲等を計算し，表1のような結果を得ている．これら

の数値の比較から，彼は，ムKempisが著老であると結論している．

　一方‘‘：Natura1　and　Politica1　Observations…”は，統計学者John　Gτauntの著作とされてい

るが．YUIeはこの作品をGrauntの友人で“A　Treatise　of　Taxes　and　Contributions（租税負

納謝”等で知られる統計学老Sir　William　Pettyの著作と比較し，表2で示されるようにこ

の2人の文の長さの分布は異なっていることを明らかにした．

　このYuleの研究と同じ様な研究に1957年，　W．　C．　Wakeがおこなった研究がある［20］．

彼は偽作説があるプラトンのtt第七書簡”
の文の長さをプラトンの著作「法律」と比　　　　表3・　「第七書簡」と「法律」の比較

べ（表3）．その偽作説を否定している。　　　　　lr第七書簡」｝「法律」の平均

麗黙黙艶艶こ乙子トテレス蓄豊穰111：1語；；：1語

呈鍵雛鎌た＿足下叢隈隣
できなかったYuleは1944年，作家の語彙量を測る指標として，　K－characteristicと呼ばれる

指標を提案し，再度‘‘The　lt　litation　of　ChriSt”の著者推定をおこなっている［21］．いま，あ

る作品の中に物回使用された単語がf‘個あるとすると，この時Si”“Slfyzi，　S2誠Σ∫∫πノと

してKは次のように定義される．

　　　　　　　　　　　　　　K一・1・4（鼻皆∫

　彼はある単語が出現するプロセスのモデルとしてポアソン分布を想定した．ポアソン分布で

は　平均＝分散　という関係が成立するが，現実にポアソン分布に従うと考えられる事象を観

察すると多くの場合分散：≧平均　となっていること，また，分散を平均で除した変動係数が

標本の大きさに影響されないこと等の考察にもとづき，この指標を導出している＊＊．問題の書

．10‘はK値が小さくなりすぎるのを防止するためで他に意味はない．
・．　この指標の性質については［22ユ［23］，［24ユ［25コ等で議論されている。
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表4．K値の比較

作 品 lK値
’iiCie

qE／；t　：kon　of　Ckrist　1

S　Kempis

　　e

　　’

　　”

　　一

回転rson

1
2
3
4
5

84．　2

113．　7

110．　9

100．　1

66．　9

59．　7

35．　9

　The　lrnitation　of　Christ”とゑ　KempiS，　Gerson

の作品のK値は表4の様になり，この結果か

ら彼はhKempisの方が著者の可能性が高いと
した．

　またA．E皿egardは1962年に発表した論文
［26］の中で，1768年から1772年にかけて英国

内閣の政策を批判した一連の公開状を“Junius”

という偽名で発表した人物が誰であるかを，

Distinctiveness　ratioという指標を用いて推定し

ている，彼はJunius　letterのような18世紀中

　　　Distinctiveness　ratio　＝＝
　　　　　　　　　　　　　　Junius　letter以外の百万語の中のある単語の相対度数

彼はこの指標を用いて，100名にもあまる候補老の中から，JuniusとしてSir　Philip　FranciS

の名をあげている．

　この2つの指標以外に，語彙量に注目した指標としてE．H．　SimpsonのIndex　of　diversity

［27］，K－Chaτactedsticの変形であるG．　HerdanのK＊。Characteristic［28｝などが，また品詞

の相対度数に注目した指標として，V．　Neubaver＆A．　Sch正sm鋤の動詞一形容詞比［29ユ，’C．

B．Williamsの名詞一形容詞比［30］などが提案され議論されているが，具体的な年老推定問題

には用いられていないようであるのでここでは割愛する．

　D．　Z2検定．　t検定による推定

　1861年にニューオリンズ・デイリー・クレセント誌にΩuintus　Curtius　Snodgrassという偽

名で南北戦争に関する手紙（Ω．（；．S．　letter）が掲載された．この手紙の著者は「トム・ソー

ヤの冒険」等の白老Mark　Twainであると一般に信じられてきたが，　C．　S．　Brinegarは1963

年J．A．S．A．に発表した論文［31］の中で，単語の長さとその頻度に注目して7．2検定，　t検定を

おこない．この説を否定した．彼は9．C．　S．　letterの前の時期，同じ時期，後の時期のTwain

の文章から，それぞれ1885語，6106語，2974語の単語を調べ（表5），それをコントロールと

してエ2検定をおこない，0．5％水準でも有意な差があることを示した．また，彼は2，3，4文

字からなる単語の頻度の各々の平均値に関しても‘検定をおこない，それらが5％，1％，5％

で有意であることも示している．

　1960年に安本は源氏物語の宇治十帖と呼ばれる後半の10巻が前半の44巻と同様紫式部の手

になるものであるかを調べた研究を発表している［32ユ，［33］．彼は，源氏物語各巻の｛1）長編度

（頁数）　②和歌の使用度　（3）直喩の使用度　（4）声喩の使用度　（5）心理描写の数　（6）文の

長さ　（7）色彩語の使用度　（8）名詞の使用度　（9）用言の使用度　（10）助詞の使用度　（11）助

動詞の使用度　（1幻品詞数の12項目について各巻に順位をつけ，σ検定法によって後半の10

巻と前半の44巻の差が偶然によって生じる確率を計算し，さらにZ2検定をおこなって，宇治

十帖と前半の44巻の著者が異なっていると主張している．

　また，A．9．　Mortonは1965年に新約聖書の中の14通のパウロの書簡＊＊の著老推定に関す

頃の型にはまった文章に対しては，YUIeのK－Characteristicは効力が無いとして．次のよう

なDiStinctiveness　ratioという指標を提案した．

　　　　　　　　　　　　　　　　Junlus　letterの中でのある単語の相対度数　　　＊

．たとえばuniforrn（形容詞）の二合にはdistinctiveness　ratio＝O．　OOO28010．　OOOO65＝4．3であった．

躰　ローマ人への手紙コリン｝人への第1の手紙，第2の手紙，ガラテや人への手紙，エベソ人への手書，

　　ビリビ人への手紙，コロサイ人への手紙，テサロニケ人への第1の手紙，第2の手紙，テモテへの第1の

　手紙，第2の手紙，テ｝スへの手紙，ピレモンへの手紙，ヘブル人への手紙の14通で，いずれも「使徒
　　パウロから…」というような書き出しになっているのでパウロの書連とされている．
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表5．Mark　Twainの著作とQ．　C．　S．　Ietterの比較

識さ P麟｝の執・863年の靴i1867年の著作Q・C・S・　1…r
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る研究を発表している［34］．彼はパウロの書簡の中に出てくるkai←and），　de←but），　en（雷in），

autos（代名詞）の頻度を調べx2検定をおこなって，次のように結論している．

　「パウロの書簡といわれているものの中で。もしかラテや人への手紙を書いたのがパウロで

あるならば，ローマ人への手紙，コリント人への第1の手紙，第2の手紙もまた彼の手による

ものであるといえる・しかしながら，残りの10通は少なくとも6人の手によるものと考えら

れる」

　：E．　判別関数による推定

　ハーパ・一ド大学のF．Moste皿erとシカ：ゴ大学のD．：L．　Wabaceは，1963年のJ．　A．　S．　A．に

Federalist　paperの著老推定に判別関数を用いた論文を載せている［35］．：Federalist　paperとい

うのは，米国憲法の批准を勧めるために1787年から1788年の間に，Aユexander　Hamiltotu

John　Jay・James　Madisonの3人がニューヨーク州の新聞に載せた77編のキャンペーン記事の

ことで，Hamilton　43編，　Jay　5編，　Madison　14編，　Hamilton＆Madison　3編というように12編

を除いてはその帰属は明らかにされており，著老不明の12編もJayの可能性はなく，　Ham三1t面

かMadisonのいずれかが著老であるとされていた．

　Mostellerはすでに1941年に文の長さによってこの12編の帰属を明らかにしょうと試みて

いたが，その時は表6のような結果を得て失敗に終っていた．そこで1963年の論文では．破

等は．記事の内容と無関係で，かつ短い記事の

中にでも比較的多く用いられている言葉一た

とえば，《f，a1L　dsoのような言葉一に注目

した．その結果，たとえばuponはHamilton
の文章では3／1000の割合で使用されているが，

Madisonの文章では1，’6000の割合であり，ま

た，toはHatniltonの方が使用率が高く，反対に

表6．　HamiltonとMadisonの文の長さの比較

文帳さlH・mirt・・：　adison

平　　　均

標準偏差
1

34．55　語　　　　34．59　語

19．2　20．3

byはMadisonの方が高い等のことがわかった．そこでこのような識別力の高い31語を用いて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　ツーΣワア〆‘
　　　　　　　　　　　　　　　　　‘唱1
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という線型判別関数を作り。これによる判別を試みている．ここで，Xiは帰属不明の記事の中

でのi番目の語の出現率で，砺は5番目の語の：重みであり，この値はHamUtonの記事の場

合にはツが大きく，Mad㎞の記事の場合には．yが小さくなるように次の式で求めている．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　埼（劫一潔i（1の
　　　　　　　　　　　　　　　Wi＝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ri（Hl）　一一　Ri（At）

ただし，Ni（m，　Xi｛M｝，　Ri（m，　Ri｛aoは各々H：arnilton，　Madisonの文章におけるi番目の語

の頻度の平均値とVンジである．この判別関数を用いて帰属不明の12編の記事のy値を計算

した結果が表7である．次に．彼等2人の著作25編から求めたツ値の平均ヲπ，Yκ，標準偏

差SH，　SMを用いてt検定をおこない．：No．55の記事は疑問が残るもののそれ以外はMadiso血

が著老であると推定している．またこの論文の中でMosteller達は確率比を用いての判別も試

みている．いまHk㎡1ton，　Madisonの文章においてi番目の語が出現する確率が，それぞれ

パラメータei　（m，　ei　（M）のある分布（Mosteller等はこの分布のモデルとして，ポアソン分布

と負の二項分布の2つを想定している）に従っている時に，i番目の語がXi回観測される確率
を∫（剛θ‘㈹），∫儀1θ‘｛擢｝）とする．この時

局7．Hamilton，　Madisonの記事および三者不明の師事における判別関数値
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　　　　　　　　　　　　　　　n綿謂

が大ならばH：arniltonが，小ならばMadisonが著老の可能性が高いと考えられる．この式を

用いた結果やはりMadisonが著者であると推定している．

　この：Mosteller＆W：a11aceの方法を用いて，韮沢は由良物語の著者として加茂真講説よりも，

建部綾足説を支持する研究を発表している［36］，［37］．また，確率比を用いて無量寿経類漢訳

老の推定をした研究も報告されている［38］．

　：F一　因子分析法による推定

　安本は．源氏物語宇治十帖の著老推定を因子分析法によってもおこなっている［39］．彼は前

述の12項目間の相関係数を計算し，因子分析によって　（1）「比喩多用型一比喩節用型」の因

子　②「歌物語型一作り物語型」の因子　（3）「体言型一用言型」の因子とも名づけられる3

っの因子を取り出した．彼はこの因子分析の結果をもとにん2検定をおこない，前の研究と同

様．源氏物語の宇治十帖と呼ばれる後半の10巻の文体は，前半の44巻の文体とやや異なって

いると報告している．

　G．　その他

　ここであげた以外に，具体的に用いられてはいないが，シラブル間の距離やエントロピー

140］，［41］，系列相関【42］等も検討されている．

4．　著者推定における問題点

　この節では．文体もまた一つのパタ　一一ソであると考えることによって，著老推定問題を統計

的パターン認識の問題に還元し，この観点から前節で紹介した著老推定問題を考察し，問題点

を整理する．パターン認識は通常，観測，特徴抽出，処理，判定の4つの過程をへるとされて

いるが．ここでは．下記のように特徴抽出と判別の二つに大別して議論を進めることにする．

　　　　　　　　　蜘一㈱出）十処理）一㈱｝

　　　　　　　　　　　　特徴抽出過程　　　li　　判別過程　　　、

　　　　　　　　　i　Il　1
　さて．前節の著者推定問題をこの観点から整理すると表8月越うになる．

次にこれらの研究で明らかにされた問題点を，特徴抽出，判別の二つの観点から整理してみ
る．

　A．　特徴抽出における問題点

Le　style　c’est　l’homme　m6me（文は人なり）とP．　Guiτaudは述べているが，文体のいかな

る面に甲声の特徴が現われるかを知ることが，著者推定問題解決の鍵である．そのためには，

少なくとも次の5つの側面，イ）文章の構成要素の性質　ロ》文法構造　ハ）音韻　二）リズム

ホ，問題特有の性質（例えば，源氏物語における和歌の数のような）の側面から調べるべきで

あろう．ところで表8が示すように，これまでの研究でとりあげられてきたのは，単語の長さ，

文の長さ．単語の使用頻度，語彙量など主にイ）に関するものである．これらについては，次

のような問題点が指摘されている．まず単語の長さに関しては，単語の定義が困難であり，そ

の上．文の長さと違い単語の長さは国者の自由にならないため特徴ボ出にくい等のことが，ま

た文の長さに関しては，単語と同様に文の定義の困難さや，文の長さの測定単位を何にすべき

かという問題．さらにはまた，記述体か対話体か等の文の種類によって長さが変る可能性があ

8



表8．主な薯者推定問題

問題となった文献，薯者 聾し燃劇用いられた統計量・統計的手法！研究者

シニクスビア，ベーコン

The　1mitation　of　Christ

ブラ｝ンの第七書笥

The　lmitation　of　Christ

JOnius　letter

1綴さの分布

｛文の長さの分布

Qulntus　Curtius　Sn｛｝dgIass　lett顔語の長さの分布

新約聖書の中のパウロの書簡

源氏物論の宇治十帖

Federalist　pap幽門τ

由良物語

源氏物語の宇治十帖

｛　　σ
｛
i語彙量

…
1語の使用頻度

i

…

階の使用頻度

圭

1頁数，r和歌数等
1の12項目
　

：語の使用頻度

曜

モード

平均償，中央値，四分位範囲，etc．

’

1　K’Characteristic

1　Distinctiveness　ratio

xe検定，’検定

x2検定

σ検定，x2検定

線型判別関数，確率比

興鋸歌瑚因子分析法

T．　C．　Mendenha！1

　　　　（1887年｝

Undy　Yule
　　　　（1939年｝

lW．C．　Wake
　　　　　（1957年）

iUndy　Yule
：　　　　　（1944年）

　

i　A・E「’ega’d（、962年）

lC．　S．　Brinegar

：　　　　に963年）

lA．Q．　Morton
；　　　　　　　　　（1965年）

｛安本美典
　　　　　（1960年》
ヒ

！Moste！ler　＆

1　WalIace　（1963年｝

1韮沢　　正
1　　（！965年｝

i安本美典
　　　　　（1977年》

ることなどが指摘されている．単語の使用頻度に関しては，内容によっては同じ語が多数用い

られる可能性があり，したがってどの単語について調べるべきかの決定の困難さが指摘されて

いる．（［20］，［35】では，文章の内容と無関係で，しかも使用頻度の多い語を用いているが，そ

の選択のために予備調査をおこなっている．）

　さらに，語彙量の測度であるK－characteristic　e：ついては［21］，［30］，［43］等の結果をみると．

（データが少なく，明言できないが）同一作家の作品でもK値のバラツキが大きいような感じ

を受け．この測度の使用に関してはさらに研究が必要であろう．

　このようにイ）に関しては．問題点はかなり明らかにされているが，ロ），ハ），」）tホ）に

関しては今後の研究を待たねばならない．これとは別に，Yardiの研究［14］からもわカるよう

に，文体が著老の一生を通じて不変のものではなくt時とともに変化する可能性があることも

常に考慮に入れておかねばならない．この他に，サンプリングおよび測定法の問題点について

も［21］，［44］，［45］等で議論されている．また具体的な作業をおこなう場合に，解析に用いる

資料として何を用いるべきか，また古典の著老推定問題で真筆が存在しない場合にどの写本を

用いるべきかというような問題もある（日本の古典の場合に，文の長さが校訂老にようて異な

る場合があるという報告がある［46］）．

　B．　判別における問題点

　ところで現在までになされた研究は，主にパラメトリックな統計手法によって解析をおこな

っている．パラメトリックな方法を用いる際には当然分布型など初めとして種々の統計上の仮

定が必要であり，したがって常にそれらの仮定の妥当性が問題となる．著老推定の場合におい

ても，このことは例外ではない．たとえば，語の長さの分布として，対数正規分布［47］，ワー

リング分布［48〕，複合ポアソン分布［21］などが，文の長さの分布として対数正規分布［50ユ，ガ

ンマ分布［51ユが．単語の使用頻度の分布として，ポアソン分布，負の二項分布［35，，対数指数

分布［49］などが提案されているが，やはりこれらの分布の妥当性についてはまだ検討の余地が

ありそうである．またこれ以外に．各変数の独立性の仮定など，個々の問題で前提とした種々
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の統計上の仮定についてもより詳細な吟味が必要である．勿論このような問題点を避けるため

に．ノンパラメトリックな方法で判別を試みた例もないではない［32ユ．しかし，この場合にも

各変数の独立性の仮定はおいている．

　次に問題になるのは，解析（判別）結果から導びいた結論についてであるが，この点におけ

る問題点は実は著老推定問題のタイプと関係させて考えねばならない．一般に著者推定問題は

次の2つのタイプに大別できると考えられる．第1画面イプは，問題となっている作品xがA

の著書であるかBの著書であるか，つまり，XEAかXEBかの判別問題であり，第2のタイ

プはx力竃Aの著書であるか否か，つまり，斑オかどうかの判別問題である．第1のタイプ

の著者推定問題としては【21〕，［35］などがあげられるが，この場合には，判別関数や，診検定

やあるいは何らかの意味でAmp　Bからの近さを求めてそれらの値を基にして判別がおこなわ

れている・この場合にも．たとえば線型の判別関数で充分であるか等の統計的方法に関する問

題は勿論あるが．しかしより本質的な問題点はXの作老の可能性のある人物をどのようにして

A，Bの2人に絞るかという統計以前の点にある．たとえば，　YUleは［19］，［21］の‘‘The　Im一

…ta｛ion　of　Chτis♂の著老推定において，著者の可能性のある人物としてhKempisとGerson

を考えているが，この2人以外にbKempisが属していた教団の創立者，ヘーラルト・ホロー

トが書いたものをaK：empisが修正加筆しながら編集したという説もある＊．前述の2人と比

較した場合に，ヘーラルト・ホロートの方の可能性が高くなることも考えられないではない．

Federabst　paperの著老推定［35］のように著老の可能性のある人物が2人でそれ以外に考えら

れないというような問題はむしろ著者推定問題としては特殊であって，一般には可能性のある

人物を何らかの形で2人に絞って問題を解いている．したがって，この場合には，AとBでは

どちらの方がより可能性があるかという結論しか得られない．

一方．2番目のタイプの著者推定問題としては［20］，［32，331など力言あり，主に6検定やX2検

定等の統計的仮説検定法によって結論を導出している．この場合に，仮説が棄却されたなら

X’eAと結論でき問題はないが，仮説が棄却されなかった場合は注意しなければならない．仮

説が棄却されなかったことが即坂・4とはならないからである．この意味で［20］の結論導出に

は問題がある．

　5．　お　わ　り　に

　この稿でとり上げた研究例の多くは欧米のものである．したがって，由良物語の著者推定の

ように，！　osteller達がFederalist　paperに対して用いたのと同じ手法である程度の成果をあげ

た例はあるにしろ，しかし一般的に，言語体系が異なる日本文の場合に，これらの研究成果が

どの程度役立つかは，今後の研究を待たねばならない．また，前節で指摘したように，統計的

手法による判定は客観性を持つという反面，多くの仮定のもとでの結論であることに留意する

必要がある．したがって，最終的な結論は，統計的な研究も含め多くの側面からの研究を通じ

てなされるべきである．

　以上．著老推定問題と呼ばれるこの種の問題に対する今後の研究の一つの道標となればと願

い，この分野の研究の展望をおこなったが，著者の知識の不足から，重要な研究を欠落してい

たり．引用論文の解釈に多くの誤謬があるかもしれずこの点に関し読老の御叱正を乞う次第で

ある．

　なお，本稿をまとめるにあたり，レフリーの方々より多くの有益な助言をいただきました．こ

こに感謝の意を表します．またこの研究は文部省科学研究費一般研究B「統計的決定理論の立

場からの文献学的判別問題に対する研究」の一部としておこなわれたことを付記しておきます．

辱安本［39］参照
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3、2．著者推定の統計学

　10．1書き手のクセ

　世に偽作と醇される書物，著作は数多く存在する．偉大な思想家，著名な作

家の著書として親しまれ愛読され続けてきた作品とて例外ではない．古くはゾ

ラトンのr第七書簡」，新約聖書のなかの「パウロの書簡」から現代の作家の

作品に至るまで，このような疑問がもたれている多くの作品に関して，真相を

「藪の中」から引き出すべく多くの研究がなされてきた．ここでは，この種の

謎の解明に統計学がいかなる手がかりを与えてきたかを，代表的ないくつかの

研究を通して振り返ってみることにする．

　：Le　style　c’est　1’homme　m6me（文は人なり）とフランスの文体研究家．

Peギ下田は述べているが，人それぞれ他の人と区別できる特徴があるように．

文章にも他の人の文章と区別できる特徴があるはずである・著者推定の問題に．

統計的手法を屠いるのは，このような帯き手の：文章における特徴，つまり書き

手の「クセ」を統計という道下を用いてっかみとろうとするわけである．

　著者推定問題と統計学とのかかわりあいは数学者ド・モルガンの手紙に始ま

る．1851年，彼はケンブリッジ大学時代の友人に宛てた手紙のなかで，新約

聖明の中の「ヘブル人への手紙」（パウロの書簡と呼ばれる14通の手紙の1
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う）がパウロの手によるものかどうかという問題に触れ，単語の長さ（単語を

携成する文字数）の平均値を調べたかぎりでは，ヘプル人への手紙はパウロが

書いたものではないと推測している．さらに，ヘロド｝ス等の著作の単語の長

さの平均値の例をあげ，最後にこう結んでいる．「ふたりの人間が同じ主題に

ついて書いた場合より，ひとりの人間が異なる主題について書いたほうが単語

の長さの平均値は近い値となると考えられる．このような考え方によって，近

い将来軸重を見出すことが可能になるであろう」と．彼の予測どおり，この手

・紙を契機に19世紀の後半から種々の統計的手法を用いた著者推定の研究が

次々に発表された．たとえば，前出のプラトンの「第七害簡」については，

1957年にW．C．ウェイクが，「第七書簡」とプラトンの「法律」との文の長

さ（文を構成する・単語の数）の比較から，その偽作説を否定’している．また，

「パウロの書簡」については，1965年にA．Q．モルトソが，書簡中に現われ

る特定の単語の使用頻度に基づき，次のような説を発表している．「パウロの害

簡といわれているもののなかで，もしかラテや人への手紙を害いたのがパウロ

であるならば，P・・一マ人への手紙，コリント人へのbl　1の手紙，第2の手紙も

また彼の手によるものであるといえる．しかしながら，残り10通の手紙は少

数くとも6人の手によるものと考えられる．」

　la2古典の著者推定

　（1）シ＝一クスビアは実在したのか

　文豪シ呂一クスピアは，「ハムレット」，「リア王」，「オセロ」，「マクベス」

の四大悲劇を始めとして，約20年の間に36もの戯曲を書いたといわれる．し

かし。彼が活躍した当時（16世紀）のイギリスにおいては，合作や劇団所有

の古い脚本や他人の作品の修正加筆が盛んに行なわれていたために，シ呂戸ク

スビアの作品にも，「ヘンリー六窓」，「タィタス・アンド回心カス」など，彼

の著作かどうか疑問がもたれている作品がいくつか存在する．このよ5なこと

a加え，シs一クスビアに関しては生年月日を始めとして，彼の生涯について

不明の部分が多くある．このことが後世一部の人々をして次のような疑問を抱
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かせることになる・すなわち，「・；　＝．一クスピアなる人間は歴史上に存在せず．

誰かがシ＝一クスピアという偽名で戯曲を発表したのではないか」と．それで

は，その誰かとは誰であろうか・彼らは，それが随筆家でありまた哲学者でも

あったフランシス・ベーコンではないかと考えた．この問題に対して統計的な

立場からの解答を与えたのがT．C．メンデソホールである．彼は1887年に『サ

イエンス』という雑誌に次のように書いている．「作家が文章のなかでどのよ

うな長さの単語をどの程度用いるかという頻度分布を，サッカレー・，ディヶγ

ズ，Eル等について調べたところ，頻度分布は作家によって異なることがわか

った．したがって，このようにもし単語の長さの頻度分布に作家の特徴が現わ

れるのであれば，著者推定の問題にこのことが利用できる．」

　そして1901年に彼は，シェークスピアとベーコンの単語の長さの頻度分布

を実に40万語，20万語という膨大なデータから求あ（図10．1），シ呂一クス．

ビアの頻度分布のモート（最も使用回数の多い単語の長さ）は，4文字からな

る単語であるのに対して，ベーコンめ頻度分布のモードは3文字からなる単語

であることを示すことによって，シェ・・一クスピアなる人間は歴史上に存在せ
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ず。ペーコソが圧制抗議のために一連の風刺劇を書いたという説を否定した．

これが著者推定問題に統計が主役となって登場した最初の研究である．

　切　『キリストにまなびて』

　若き日，数学者コー．　v’　wはパスカルの「天体力学」，ラグランジュの「解析

関数論」とともに，修道士たちの精神生活の完成をめざして書かれたという書

物『キリストにまなびて』を愛読したという．人間が書いた劇物のなかで最も

美しいものと評せられ，またカトリヅク信老必読の書ともいわれるこの15世

紀に書かれた書物の著者が誰であるかは，実ば明らかではない．

　1939年，統計学者ユールは，ペーコソ，コールリッジ，ラム，マコーりの文

の昊さを調べ，その平均値，中央値，四分置範囲等は作家間では異なるが，同

一作家の作品では安定した値となるという結果を得た．彼はこの結果をもと

に，『キリストにまなびて』の著者をこれらの統計量を用いて推定している．

彼はまず著者の可能性のある人物として，聖アグネス修道院の修道士トマス・

7。ケンピスと，最もキリスト教的な学者といわれるジャン・ジ呂ルソンのふ

たりをあげ，彼らの著作と『キリストにまなびて』の文の長さの平均値，中央

値。四分位範囲を求めて，これらの統計量の比較から，ケソピスが著者であろ

うと考えた．しかし，文の長さに関するこれらの統計量を用いた推定に満足で

きなかったa一ルは，1944年，作家の語彙量を示すと考えられるK統計値と

いう指標を提案し，この指標を用いて再度『キリストにまなびてiの著者推定

を行なっている．いま，ある作品のなかにπ‘回出てきた単語がf‘個あるとす

ると，この時Si　・・　2ffnt，　S2＝　2ftltノとしてκ統計値は次のように定義さ

れる．

κ・…σ聯一一志）

　さて，問題の書『キリストにまなびて』のK値は84．2，それに対してケソ

ピスの著作のK値は平均90，26，ジェルソソの著作のκ値et　35．9であった．

この結果から，やはりケソビスのほうがジ呂ルソンより『キリストにまなび

て』の著者である可能性が高いとしている．しかし，ケγビス，ジ呂ルソン以
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外に，ケソビスが属していた教団の創立者ヘーラルト・t・n・一トが雷いたもの

をケγビスが修正加筆しながら編集したという説もあり，この問題はいまだ解

決をみていない．

　｛3，　マーケ・トウ．＝一一ンと『Q。C・S・レター』

　ここで，ヨーロッパからアメリカへ圓を移そう．南北戦争が始まった年1861

年に，昌畠一オリソズの新聞『昌昌一三リγズ・デxtリー・．クレセγト』誌

に「クイソトゥス・クルティウス・スノドグラス」という偽名で，南北戦争に

関する冒険談が10回ほど掲載された．後の人々が『Q．C．　S．　vター』と呼ぶ

この冒険談の著者は，ユ934年にある研究者が『トム・ソーヤの冒険』等で知ら

れる昌一モア作家マーク・Fウs一ソであるという説を発表して以来，Pt般に

そのように信じられ，そしてこの『Q．C．　S。レター』が，トウs一ソが南北

戦争において果たした役割を推定する重要な文献となった．

・ところが，C．　S．ブリγガーは’1963年にアメリカの統計学の雑誌に載せた

論文でこの説を否定している．彼はメソデγホールの研究と同じように，使用

された単語の長さの頻度分布に注目し，最初に『Q．C‘S．レター』とトウs一

ンの著作の単語の長さの頻度分布を求めてみた（図10，　2）．ところがこの図か

らもわかるように，この2つの頻度分布のモー邑ドは，いずれも3文字からなる
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単語であり，したがって，・；　＝．一・クスピア＝ベーコン論争のときのように，単

にモードだけでは判断できないことがわかった．しかし，この図をよく見ると

分布の型が多少異なっていることがわかる．．そこで，カイ2乗検定と呼ばれる

航計的手法によって，同じ人の文章の単語の長さの頻度分布にこのような違い

が生じる可能性を調べてみた結果，その可能性は0．005以下であることがわか

った．つまり，この検定法によれば，トウェーソが『Q。C。S．レター』の作

平である確率は0．005よりも小さい．さらに，使用頻度の大きい2文字，3文

字，4文字からなる単語の使用率に注目して，ティ検定法と呼ばれる方法で，

トウ＝一ンが『Q．C．　S．レター』の作者である可能性をおのおのの長さの単

語について調べたところ，それぞれ0．028，0．002，0．022よりも小さいことが

わかった．これらの結果から，彼はrQ．　C．　S．レター』の作者はFウ＝一ソで

はないとしている．

　ところで，日本でもこの種の研究はなされている．次にそれを簡単に紹介し

よう。

　（4）r源氏物語・宇治十帖』

　平安時代の貴族生活を背景に，光源氏を中心とする華麗な人間関係を描いた

紫式部の『源氏物語』は54巻からなる．そのなかで，橋姫の巻以後の宇治を

舞台とする10巻は，早くから「宇治十帖」と呼ばれ特別に扱われていたとい

hれる．安本美典氏は1960年に，この「宇治十帖」と呼ばれる後半の10巻

が，前半の44巻と同様紫式部の手によるものであるかどうかを統計的な観点

から調べた研究を発表している．

　彼はr源氏物語』各巻の（1）長編度．（ページ数），②和歌の使用度，③直喩の

使用度，（4）声喩の使用度，⑤心理描写の数，⑥文の長さ，（7）色彩語の使用度，

③名詞の使用度，⑨用言の使用度，⑳助詞の使用度，O；）助動詞の使用度，　aオ品

詞数のユ2項目に注目して，各項目ごとに54巻の各巻に順位をつけた．たと

えば，長編度についてみると，一般的に「宇治十帖」の各巻はページ数が多い

ので，「宇治十帖」に属する10巻の順位は全体的に小さくなり，反対に前半の

44巻の各巻の順位は全体的に大きくなった．しかし，もし「宇治十帖」も前
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半の44巻と同じように紫式部の手によるものであれば，このように順位の小

さい（ページ数の多い）巻が「宇治十帖」のほうに集中する可能性は少ないで

あろう．そこで，紫式部が「宇治十帖」の作者であったときに，偶然に「宇治

十帖」のほうにこのように小さな順位の巻が集まる可能性を順位検定法によっ

て調べてみたところ，そのような可能性は0．01以下であることがわかった．

同じように，他の11項目についても，順位検定法で調べ，さらにこれちの結

果をもとにカイ2乗検定を行ない，「宇治十帖」の作者は紫式部以外の人であ

る可能性が強いと主張している・安本氏はまたこの問題に対して，因子分析法

という手法を用いての解析も行なっており，やはり同じような結論を得ている．

　10．3　『連邦主義者』の著者推定

　前節では，文献学的問題に対する統計的方法の寄与の一端を，歴史的順序を

おって簡単に触れた．この節では，統計の側からみると，きわめて顕著なもの

と思える最新の研究を紹介しておこう．それは米国憲法の権威ある解説書とし

て知られる『連邦主義者』という表題の論説集に対するF．モステラーとD．L．

ワレスの，著者判別の方法についてである．

　おそらく典型的にも思える統計的判別分析法を用いたこの研究を，ここでは

やや詳細にみてゆくことにしよう．

　A．ハミル5ソと，J．ジニイおよびJ．マディスソ（第4代米大統領）は，米

国憲法の批准をすすめるために，1787年から88年にかけて，二a一ヨークの

新聞に匿名で論説を発表した．その77編と，さらに書き加えられた8編の計

85編を含む論説集が，ユ788年に『連邦主義者』という表題で出版された．こ

れは政治哲学における重要な仕事を残したものとして，アメリカにおいて歴史

的に著名なものである．

　しかし，誰がこの著者であるかは一般によく知られているものの，論説のそ

れぞれが誰の手になったかについては，1807年まで議論されたことはなかっ

た。それは下聞によるハミルトンの死後3年のことである．vディスンは大統

領の地位を去ってから，そのためのリストをつくったが，そのうち：互いに衝突
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しあ5ような多様なリストが現われるようになって，以後この問題は，1世紀

半の間，決着のつかない論争を継続させること｝こなった．

　ジ呂イによる5編と，マデtスアによるユ4編，ハξルトソによる51編の，

計70編の著者については，一d一一般的意見の一致があり，残り15編のうちの3

編は共著とされている．さらにジ‘イの著作はそれ以外にないとされるので，

結局は残り12編のマディスγかハミルトンかへの帰属が問題として残った．

　このよ5な紛議のもとは，マデ4スソとハミルトンの政治的立場にあったよ

うで，この著書の出版後数年ならずして，彼らは激しい政敵となって，ときに

は自分の著述のあるものに対してさえ，反対の立場を表明するようになった．

彼らは新聞記者スタイルの文章の熟達者であって，彼らの間の文章の識別はき

おめて困難であるといわれる．

　文章の長さは，内容の復雑さに関する工っの測度を表わすといわれるが，論

争中の12編以外の著述について，vディスンは34．6語，ハミルトンは34．5語

がその平均であるという，F．モステラーと：F．ウイリアムズ（1941年）の報告

がある．つまり文章の長さの点ではふたりに差はなく，おそらく文章の形から

の判別は，きわめてむずかしかろうということを，これは示唆するもののよう

にみえる．

　おそらく，この節のこれまでの叙述を読まれた読者が，統計家であるとした

ら，この問題を解析するための統計的：方法として，すぐに判別関数の使用を思

い付くであろう．F．モステラーとD．　L．ワレス（1964年）は．単語め出現頻，

度だけから，この間直を統計的に解析し，論争中の12編は，マディスソの著

作とすべき証拠が圧倒酌をあると結論した．以降にその方法を平易に解説する

が，その狙いは判別関数と同じものである．

　（1⊃判別子としての単語

　まず統計的な方法によらず，使用・単語だけから，著者判別をなそうとするな

ら，その著者独得の使用単語を発見することであろう．いっそう正確には，同

一意味内容をもつ異なる単語の対を見つけることである．たとえば，『連邦主三

者』中のマディスンによるものと知られる14編では，whneは決して現われ・
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ず，wh董1stはその8編で現われるが，’・ミルトンでは，15編でwhileが現

：われ，whilstは決して現われない．これを論争中の12編についてみると，そ

の5編に現われるwbilstの存在は，この5編がマデ4スンのものであるとす

る1っの証拠になろう．

　しかしこれだけでは，残り7編についてはなんともできない．そこで引続き

これと同じような類の単語の発見ができれば，それらを組み合わせていってそ

の月下が達成されることになろうが，必ずしも可能であるとはかぎらないし，

また限られた文献中で発見できたこのような法則が，絶対に確実であるとはか

ぎらない．事実，この例の場合にも，『連邦主義者』以外の2編にそうでない

亀のがあるのである．

　さてこうなると，使用単語を統計的に扱う方法を考えることのほ5が，よほ

ど安全確実そうにみえる．ところで，これを統計的に扱うには，まず使用単語

の出現頻度分布を比較することであろ5・つまり．一・方の著者には比較的一般

にしばしば使用されているのに，他方の著者にはまれにしか使用されない単語

が発見できれば，それは判別子として，判別に強い寄与を与えるだろうと考

え，発見されたそのようなもののいくつかを結合して，統計的な判別へ持ち込

もうとするのである．もちろん，このときには，単語の対を考える必要はな

k．．

　しかし，通常著作に使用されている単語には，その著述の目的および内容に

沿って使用されるものと，比較的内容には無関係に使用されるものとがある．

たとえば，『連邦主競者』についてみると，戦争（war），法律（1aw），自由（liber・

ty）などは，論じている課題に強く関係しよう．つまり著者の特徴というよ

り，話題からの必然性を強く反映していることになるかもしれない．もっと

も，そのような課題を選択する箸者の好みとい5ことがあるかもしれないが，

単語の出現頻度だけから判別を実行しようとするいまの場合には，よい判別子

にはならなかろうと予想される．

　モステラーとワレスの場合には，ハミルトンの48編と，マデ（スソの50編

く『連邦主義者3以外のものも含む）から，詰め語（filler　word）と呼ばれる
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図10．　3　ハミルトンとマディスンの比較

前置詞，冠詞，接続詞と，相対的に内容に無関係に思われる副詞，抽象名詞に

ついて．1000語当りの（特定の）単語の出現頻度を調べ，最終的に，upon

also，　an，　by，　of，　on，　there，　this，　to，　a！though，　beth，　eneugh，　while．

svhilst，　always，　though，　commonly，　apt，　according，　considerable（！y），

consequently，　direction，　innovat’ion（s），　language，　vigor（ous），　kind，　mat．

ter（s），　particular！y，　probability，　work（s）の30語が選定された．

　また単独の判別子として，このなかで最もよいものはuponであって，その

割合は，1000語当り，’・ミルトンは3，マディスソは116である．

　②　単語の出現頒度牙布

　文章を1語ずつひろってゆき，あらかじめ決めておいた特定の単語が現われ

るかどうかをみてゆく．このとき，単語の配列がランダムであって，その単語

の出現する確率が，一定の値Pであるとしたら，π語ひろって絢語がその単

語である確率は，121が0，1，2，…，”をとる変量であると考えると，2項分

布になる．変量や2項分布については，近頃は高校の数学の教科雷の中でも扱・

われている。またそのftユの期待値（平均値）が7ψであることも知られる．

　しかし，単語の配列がラソ〆ム，という仮定は，あ玄り現実味がないと思5
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かもしれない．そこで，あらかじめ定めた比較的長い語数について，その内で

現われる特定の単語の数としたらどうだろう・つまり文乖を特定の炎さに，単

語を単位に区切ってゆき，各区切りごとに現われる特定の単語の数を数えるの

である．2項分布について，πρ＝λを一一定にして，11をしだいに大きくしてゆ

くと，2項分布は，

　　　　　　　　　e’aRs
　　　　P（x12）一　　　　　　　　　　　　　x＝＝　o，　1，　2，　・．．　（D
　　　　　　　　　x！

という確率分布に近づいてゆく．ここに，κはあらかじめ定めておいた長さの

語数のうちに現われる特定の単語の数であり，えはその期待値である．

　（1）式のP（x12）はポワソン分布といわれ，一般にある事柄が起こるか起こら

ないかを考える場合の，稀現象に関する確率分布と考えられている．図表には．

ハミルトンの48編に現われるanyの200語当りの出現頻度分布が示・してある．

視覚的にみて，あてはまりはよい．

　さらに，単語の使用の割合を，ガンV分布に従って変化させると考えると，

負の2項分布が得られる，いままでここで例示に使。てきた問題では，an，
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図10・4　ハミルトンの48編中のanyの200語当り出現頻度分布
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any，　upon等がポワソソ分布で，　may，　his等が負の2項分布で，かなりあて

はまりのよいことが確かめられている．

　C3）勝ち目による推定

　2っの仮説，仮説1と仮説2を考える．いままで述べてきた問題では，それ

は著者がハミルトンかマディスγかであるが，仮説fσ＝1，2）が正しいという

碇率をWt＝P（仮説りとしよう．また仮説iが正しいとき，　Xを観測する確率

をPt（x）＝P（xl仮説i）で示そう．このとき，　xを観測して仮説iが正しい確

率は，

　　　　批（X）＝P（仮説il　X）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②

　　　　　　一論i＝：・・2

である．これはベイズの定理として知られ，tVtを仮説iの事前（先験）確率，

Wi（X）を事後確率という。

　このとき，xの観測に基づく，仮説2に対する仮説ユの勝ち目（odds）は，

　　　勝ち臨21躍）一ill器一（tVlIV2）（粥）　　　（3）

　　　　　　　　　　　　　　　：（最初の勝ち目）x（尤度比）

　　　　　　　　　　　　　　＝（最終勝ち目）

で定義される．

　ここで，あらかじめ定めた一定個数の単語を長さの単位に，文章を区切って

いった場合を考え，それを単位に測った論文の長さをL，単位当りの単語の期

待出現頻度を，仮説iが正しいときtc，　JU‘（f富1，2）とし，♪‘（x）をボアソソ分

布とすると，長さしの論文の1単語に対する尤度比は，

　　　　棚田（一舟γグ・・’凸・

であって，この対数をとると，すなわち対数尤度比は，

　　　　X　log（＃：ノP2）一Z，（μユー・μ2）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4）

である．そこで”1個の独立に生起する単語に対する，長さしの論文の対数尤

度比は。
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である．

単語みに対するμ、，μ2である．

ハ
Σ［Xtlo9（Pk＝ノμ髭2＞一・L（μ胤一＃ta）］　　　　　　　　　　　　　（5）
聖冨ユ

　リ
（Σは（4）のようなm個の項の和である．）ここに侮，Pnは，

　k＝1

　　　　　　　　　　　また，π個の単語に対して，

最終対数勝ち目＝最初の勝ち目x（5）の対数尤度比

であるから，判別に適切な単語が，数多く発見できれば，最初の勝ち目にほと

んど影響されない最終勝ち目を得ることができる．つまり，判別に主要な役割

を果たすのは，（5）の（対数）尤度比であることになる．

　岳ステラーとワレスの解析では，μ‘は論説ごとに若干変動するものとみ

て，そのいくぶん控え目な推定を考える．彼らは論争中の論説すべてが．マデ

■スγの著作とすべき証拠が圧倒的であって，ただ1つだけいくぶん証拠が弱

いといえるものがあるが，それでも，80＝1の勝ち目でマディスソを支持する

という結果になると報告している．

　（4）判別関数を使う方法

　ここで当面している問題について，（Xl，…，　Xnt）は，選出されたm個の単

語の出現頻度であるが，これを一般の問題について考えて，（Xt，…，　Xm）が，π種

類の特性（項目，因子）についての測定結果を表わすための変量であるとする

とき，その1次関数Z＝axxt＋…＋a．Xmを使って，判別を実行しようとするこ

とがよくある．このとき，判別の目的に合致するように，a、，…，　amをいかに

決めるかが問題になるが，次のような手続きで定められるものを，（1次）判別

関数という．それは，

　　　（仮説1のもとでのzの期待値一仮説2の　とでのzの期待値’）2
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（6）
　　　　　　　　　　　　　　2の（二二）分散

を最大にするようee　al，…，　amを定bるのである・つまり2つの仮説のもとで

のzの期待値：が，なるべく離れるように，しかしそれによって．両方の分詞の

重なりが薄くならなければ無意味であるから，分散による規準化を行なうので

ある．そのようなわけで，この手続きは，1次関数が最も単純rc・扱いやすいと

い5ことを含めて，直観的に実用上合理的にみえる．
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　さて一方，この問題に対する最適規準は，尤度比に基づくものであること

が．一般的に知られている．そこで，（X、，…，Xm）の仮説iに対する尤度を

P‘（Xk…，　Xm）と記すと，それはあらかじめ定められた定数：‘に対して，

　　　　ρil葦i：iii：認〉・　　　　　　　　　（7）

となるような（Xtt・・’，潔鳥）を仮説1へ，またそうでない（Xl，…，　x：）を仮説2へ判

別することになる．ただしCは，事前確率納，翫に依存する．

　さてこのとき，P‘（x：，…，　Xm）が分散・共分散行列（対角成分がx、，…，　Xmの分

散で．非対角成分がその共分散であるような，n行m列の行列）が等しい2っ

の正規分布であれば，尤度比をもとにして，（1次）判別関数が得られる．

　ここでは，η種類の単語に．独立な生起を仮定したから，扱いは比較的単純

になった．もちろん形式的に（6）をデータにあてはめて，観測値に対して判別

関数をつくることはできる．当然のことながら，このときに独立の仮定は不用

である．しかし，ボアソソ分布では，期待値と分散は等しい．これは分散が等

しいような単語は，判別に役立たないことを意味するから，判別関数のため

に，分散・共分散：行列が等しいとは仮定できない。

　このようなわけで，ここでは独立の仮定に無理がなさそうにみえるので，勝

ち目を使う方法に優位が認められよう．

　ところで読者は，この章のどこから書き手が変わったのか，おわかりになる

であろうか．
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4，　　“　三ノ六＝㌧　づ秋　ラ云才ケ伊　、グ）　　三妻莚≠　；ラ箔「．推、足

如『三人無慮卸真偽闇題の由来と経緯
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　伊藤瑞叡
！．三犬兼法鼓の心霊上の意義と郭為論の由来

　　日量の宗誌面偲のうち、そ：め激義と実践との根，本となる三フの三遍的で殺契な

る真理と、三王彫という、日蓮力伍室彫数判で払較撫寸のソ鵜として、諏自覚

的には法幸径の寿量1；llzの文底．争燈れたいみじきヲZとして証得した勃であワ．　K

元働二は一夫初去である。三振焚滋客一大初去である南黒妙法蓮華経よ欄出せう
れr＝eのであフ，本門の本尊・本門の戚壇．・本門の題目の三フである．本門の本尊

はすべての存狂にそめ主体性として限りなく内狂していて、しか右超越的である又
遠の本佑（とい．て亡そめ本質‘‡やはり南無妙法産華経）であ・て、ナ界鼠茶羅と

して憂イ生的に文字左もって具象化、さ4てうろ。本門の題目はすべての1存，在に自う詫その

若のの真の活動イ生として自寒にイ寸与これうる．具体止り普遍さある南無・妙・法還孝こ峯釜であ

る．本門の戚壇は本門の樽に帰依レ本門の題目たるノ撫妙法三下経と・昌之ると

し臼ら行者の身に，無作の具足歳と具直るσ、ら、この娚了と修するところか受払の

壇場であることとしゅ．　　　　圏
　　ところで三大忌面出ヵ侮渡にナ痴れてか搬に唱之た説で協る含味塗
込才勉以外では、三4梵〃り中で本門の戒：壇ぱ名，且のみで、そめ証明は・皆無である。しか

し匹犬殺古物だ｛ア1＝は、本門の戒壇．‘；・っv、て詳しい説明ヵ“あワ、具体倉ウに戒壇建立

の時期とか場所とか、あるいはその竜義とかヵ桔乞示されていろため、戒壇法門の帰

結は争壇で捌＿宗門の目標は亭∫疑五であること図無れる，この書と真作とす
ろ次で1エ亭壇ヵ、i“建殼されろきで・‘ま、行靖の乙、ヒが，分の戒壇であゾ具』体的に建．血さ

れゐ夢土民ヵ一局の戒土畳であるとする、一子、偽作とする派では行管群唱題するところ

　　　　　　　　　　　　　　　　　以鮒藩壇1謡いとい）　．S、うに亭壇と観念的に解釈する、いわゆる理壇の立場とと

るのであろ．

　　このよ幽寂で、『三加法才犠めぐ，て、採よ慎偽論ヵ浄血貸吟
日に至っている，

　　一義く孝緊活は遂縁のモのに与之られ、三露玉活は順縁の℃のバ修’するみのとされ

ていろ．そして三和の中で戒壇ラ去門‘工唄年中の順縁に与之られた密萢説として深絞

のラ去門であっf：らしく、　思われる．　したバフてその真義は解明し難．く、　いまrξに角手

明辻られていないのである。かくして『三大壷ラ却勿の真偽問煙はその解弓月にと・て最

二物意義aつとしゅこと汐rできろ．

2．真偽論の概略
　　㌧赫慨吻は三繰面面亭の略称で射酬でもある．Gム安併（まklよ5
年説詞）の作とされ旛碇李下聖人猷』Z・　tg／％Z頁以下1　・．Mft、lnられて・1

る，忌め真筆は堪擁≠採より写本として伝承されて3　r＝た‘tr）・O、滅釦二関

しても内溶の上かうも、そth真偽左めぐフて論争別かまびすしく．今唄に至・て亡
解決さ，（’C　Tcとほい之ない。
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　　その真偽間題の由：来、明ラ台帳6K　」ンA前の真偽論な：どにフいて、こ，れぎ蓼探f倉ウに；初

めて詳細（論明した・）　tエ、国柱会の山〕1階応博±であソ、肋』爪磨沙の真偽問
是夏ユとい：〉論文で・あろ。

　　すなわら論文中、その4に真偽a異論と題レて、古某の真／為の異論勝代順に

考注した結果真紅論者として日9）？，・常門m久遠成七日親（彪滅衡6／豹、U蓮

宗伯門の行学院日朝（／98年以前〉星躰宗づ†門の魚油創茗（2，9＃）日逢無月門

の妙ラ詩上澄（2〃年）、本門宗興門の妙言寿日婁（233年）t法華宗陣門の本病，心心

袖（463年）．本門癖宗隆門の本興舶肇（ダ％判手工千再読門の安即舶講（
妬紛嵯宗の一妙虎B導（S。8年寂〉日髭筋智朗院日賢（S3　S　if　？X），日蓮宗
の二戸乞那院日赤（S78年寂）と、蜘乍論｝aとして曜宗の月面門流（／S。　4　5’K’　）．本門

法幸宗の本興寺B隆（／83年寂）．顕本法華宗の合〈掌日受（47ウ・年〉寂光・手直鎧（’

タ痔）出挙レ：真書としての依鵬力ず、各ブ路門流に動て汰低才義流纏
威者であソ1且つ堂をたるタ渚であるのに、偽書とし肋断定？n19．臼隆師凝間
とせば甚だ眠い範囲で、而論断材オ彬低劣であソ、貧弱脇ろ、と犠ウレて、、ろ．

　　この屯山”1博土は臼隆に1よ了9附して真偽未決論老と2ているようで暗ある．
　　これ．に．よると、づ二面論ヲ旨ぼ明ラ会bく：前で・1よ、謡いa守イざのヨ三訳の月戸戸〒ラ記と皇負心ラ孟・華

う不、と‘こア艮iうれ．ていろ。

　　ところ祉の山’輪丈ぼ、偽作論扇面，た令・忌日受の伝銃と承ける顕本法華宗

の田忽善知桜蘭吠正／44に藩わした「三人和彦拠議ちという偽作論1♂†して、真

作論買場癒した反論論る．これとは劉に疑山祖語学院激授の塩細心博士
ほたヒ赫紙抄の研玩と題レて偽作論と主張した八山♪僧土‘ま「三面蟹法論の真
偽・淫乱補蓮」鈴作して反論となした。

　　なおvate論丈には日運宗の清水龍山師z・VNK正一／痔に三人魔法抄真偽舌癌」（

日課廠42巻／考）’（記載し反論して㌔、るレ、また塩国論吏点して1畑遂正宗結

也日薄詳論昭r和7年に塩田義遜師の三夫秘法抄の研究左評し併セて偽作吉落と諭すJ（

昭何払嵌雌施徽）の一文とも．て反論していろ，さらに嵯粘北尾月
穴臨真作論を支補していろ．

　　以上バ明治以降の真偽論の経緯の概略である。

　　唖宗本山本満寺貫首tS本正雄師1よ、田忽噛，’1・塩動三珍物弓丈左読んゑ

山｝・牌土の真作論讃肌！括して残して置くことを発竜レそれらと今録して
監赫1舷血温迭．晦幽年に公刊した．した点て閥題の論戴論争の経織、
それによって系統的にタ…ロら，れる。

　　後に鈴木一床博士は㌔運聖人御遺又』茅7，巻（昭孝・8年）の三大菌鷺心証峨解透16〆9

－3顔）において、こk5　・a　2％論を換彿し昆とに山〃険丈の研舷某と跨翫活
用しなfi・S’・う、概吉乎とイ寸し孝左τくな：賓料とf5察とズ1ロ之，て私1巳と提示していろ。　こイでt9学

的な進展と示し一かっ客観的で公平な所論である，とη・く偽作藩論の研究嗜は、

単純に真作民心と働倫胤‘。わρ・っ二面琵とり、心延未決論勧慶撚臼隆，ト
川秦堂と診偽作心志の中に入れて、偽作論老に日昭門ラ充（日実の『票旨名旦』∫・よう♪

日隆（八品派の御壷瞳（顕爵ラ愚論割ixgB鑑飼壕∂」霊堂（ぢ高祖諏
録』巻頭の凡例）ゆ地山知（『旨髭聖壇の本日晦所刃文）、塩te義遜．（夫国学援79易
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乞数え、真作舗に久遠厳親仲山戸耳鼻）、細細（月上）、行軸朝（艇
久遠寺／陀）詔明日ラ登（日鳴門ラ記）、一拝日曉（日蓮宗）、・禅智臼好個L）．一

畑導（局⇒優陀月陀糊／雲上）．山川智慮（『漣聖ん研掲わ巻所〃のと数tz．
偽作論老婦＆t曽加ヒしめaうとレて公正細く場A．　kS・6　Y・py’　4　Z・　8るが、鈴木博±

はすでに鼻齢紅偽作画廊真イ為未決論勧こ三分して学的1、厳Eg期しているカ1

らであろ．

　　要するに真イ為閥題の由来と経察茸は，鈴木．一万文博±の所診命にエsいて、概略．的にタ’！

叙し尽されている。加之て最後に博土の勅見が付加fれてもいるバ、そねよ学的研
究の現段ア皆では適正で妥当な見解であるように思われる。

　　また創価学会編のq轍哲学穴・辞粘8ヲ3－923頁。〈　z、真偽論ヵ儲細に列叙Ek

ておワ、齢門流にっ、、ての資料‘。っ、、ての劾た儲謎うあジ、その・中の真作論に

ぱ一彦に値し留意しなければならない所見診あるが．主観に流れて公正衰欠く論述

なレとはしな、嘆が残念ではある，

　　之こでぼすでに右及．し関吉ゑし尽1れたこれうの資料によワ、真偽左めぐる諭争

の経緯と凛作論危偽備編、真偽未決論看に人別三分し蝶理しN再構成して
明示しなければならな・、と思）。し“、し遺・憾ではある魁Hfp，aと原稿表意の隈定刀1

ら凛偽の腐心内容について擁羊細雨略EL，他日あ尿のて論文として纒め
ることにして、」）く下、概要骨子のみ9右商示しておこう、，

3．　上古の古写本

　　本心には上毛の古写本とレて三本が悸見存する。次あ如くである。

　　　ω齢門ラ輪崩（聖滅〃6＃）
　　　（2）日蓮宗常門（親蹴去軽々祖）の久遠碗抽親（／6併）

　　　（・）雌宗幽門の行彦院嘲5／944以諭
なおこの中、（D日時本は昭4ロ29考／ノ月Ic’、日蓮正宗の塾盆本山夫．千守あ丈，庫より発見

された診のである。これに対しては疑念這いだい淀㌔いるノ研究角tいる汐f、正式鳳反

論・aMてバい。瞬本の末尾では年号が磁鍬年卯酌夏」と仙τいると、の．
しかして卜辞年表油島会’は考証の結’S1　LEI時本m信葱に足る王里由左確認すろに至フ

kという。真偽論‘orka係幡ヵ・・吻で感心類癌の生日酷勧（日言4・桝〃脚

での発表と転載するべきであるが，長吏物で蒲略する．

卑　真偽に苔及．する誹i文．献

　　姦才少き真作とt一して取り：扱い、　その名冴ヤ・本文と引，賦している言乙録ないし吏角犬は、

呪鰍前の肋鷹瞳謝麺年齢伽唄の作『瑠画趣％9女肋として、ラ細
末其月ま一で30編‘（及ろぐ（二皆m名9L）．

　　偽1？とする文献fよ次の如くである．

　　　　ω（骸宗旨蜀）雪占の日昭齢充（騙／8。年代）

　　　　②占随自鏡巌』顕本法華宗の酵日記（497＃）

　　　　ω％三綱油画知玉吉姥両毛智（甥輔）
　　　　㈲偽剛直羊弁』顕官法華宗のネ（昌中日鑑（s8s年）
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本擁真偽未次とする文勅ま次の女・くである，
　　（り味門弘経％八品講壇正餐（聖｛滅／83・：手戸i）

　　（2僑櫃文題・矧韓磁4め

5偽備儲（とその所見）・

　偽任論者と列挙すると、次の如くである。
　　　（1）上吉媚昭門流（玉出門流）．雌宗中山門流の縞鹸の『嫁宗旨名

　　　　　月』上巻（面紀Z46i＃）による．
　　　ぐ・）顕著輝宗の含掌日工（／776年痴）

　　　ω顕本ラ去華宗の永昌院日賦（／％9年滅）

　　　㈲日蓮紅訳門流の覚榊舶智（／8鐸年三）
　　　（5“）田勉善知（昭孝官8年滅）

6．真偽糠論者（とそのPh　E）
　　眞で為未う夫論述9列考・すると，〉欠の女ロくτあるe

　　　（D本門ラ輝宗（八品派）のネ且本．興寺臼隆「（／32一～／464）

　　　ω小円泰堂（ρ76耳滅）

7 真実儲（と｛4Pft見）
＝主要な：．真1羊論指とラリ臆すると、　ン欠、の女ロくである．

　の三伍阿専掌ヨ順（、2ヲ4一／36の
　（ユ）富±門流の日崎（／36s．．＿／4。6）

　（3沖山門流の久墓成院彪（／42薪滅）
　（4沖山戸腕の本成房嵌（／矧年滅）
　（s；’）富士門流のLR眼（／486耳滅）

、（6）身建横祖の行学融朝（〆422一／ダ・・）

　　（7）9土門流の左京日敢（／428　一一’　／48　9）

　　（9＞顕季ラ去華宗の慶陽虎日，彪（149・，年）

　　臼）六条門ラ充の月明院日澄（／S／祷滅）

　㈲富士門流の妙本寺餓（／S、8～／∫8の
　ω）　5一受苓施講門派の安息院日講（／69爵痴）

　　（②一致派の一空r院日賦（／7／0年忌）

　㈲富士門流の蝿（／65S　一一／726）

　　（14）禅智院日好（／734年滅）

　　㈲ラ鐸宗の本看院餅月（／7s6年忌）

　（16）一妙院日導（寛正元年滅）

　　（17）本門法畢累の人覚院日肇（〃37年）

　　ω豊町那院日繹（／8vk　C／　一IIL　S’il）凸

　　‘i9）本門宗の三目院施命日生（／島7年滅つ

　　（2幅士戸当の薦ぐ／8s／年）
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（21）日蓮票のヲ青水龍山　（人正／s年）

（22）国柱会の山）｝1　ig応（夫正ノsヰ）

（23）日蓮正宗大乃寺6S世臼淳（昭Sh7　7年）

（24）日：蓮宗の北尾日夫（昭和8．年）

（、s）創価学会の統一賂（nya3文哲掌人蝦』所牧）

ぐ26泣正人学日遵激学研究所長文4rg±9th奇莱修（／97z　4）

（、7）ラ艀傳土蜆岸雄（瑠吻年）

㈲国柱会の田中香流（昭4vS／4）

8．　ロ1夫相承説←ロ1決真竜説）

　　注嗣るべき新たで特異な易解として、日運宗の鈴木廠博土の説があ6．博
iは「（れは本抄の法門ほ：4v人px“6老僧や富木㌧尺脚等の教団の壷立に、深秘の法門

として・ift相尉柑託のム（　・）　）Aのつである太畝の擁御転々伝験れて、
真作と伝筋れ躰至，r．eのであろうか．と嫌する．諏は餅論づ為づ齢順

偽未宏論などの既成の三乾時島・て規足されるべき性格のtmではない．主旨cg
U蓮の競で・あり、畢録は梯の相承rsいし伝承であるとするこの新勧よ、戯真

覧詑とで・｛・ゆべき勧で，あろ．

　　かかる嚇熊説ともいうべき見恥言，砺暢合、峯録伝承伝写の丈章の1’t・．

唖盛んの文章劫特徴刀泥跡鍍まで反映しているVX　N　rSK・・，文章と指倣しうる

細細勤限堺との関連はビ♪r、：　a）　D・、新い凋翫提起ミれな・r・・f’Cl；“　tiうない，ブ

なわち2il隆の㌃と々固き明うむべし、の言とうtrて、ここに交体迷科学的に究明するこ

とが要吉斉也られることになるのであろ。
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4．2　統計解析

4．　z　／．淫楽cMいた鱒庶フし1て．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　仔篠瑞叡

　　文体の特徴齢年1・わん，て統令勧・把握するにtg，規準と燃鼻擁選択す
る1匿要斌、らろ．

　　ff三筆粉』1繭紬の桝の／281年の作と5kていろ。物／28／＃に至る2許

間の麹過れ，文体鵬初回と2司様に4・痴覇丸あるいほ物よラ略倣け
るt　・Pであジ，刀・・　して丈章量、伊叙抄と爾鍍の勧であジ，しη苗郭耗して承

tlYuされうるヒころの老、のと，　204間にわ／ヒフて特足年♪欠に≡集中ヲ・ろことなく，　え茎」手

幻（乎瑚配して聡数尺体2踊荊後を童側ろIX＊ヵ“　，i7）　6と、ゆ、

　　この条件にe致する真年諸回し）る遺吏2。編は鰐であツ，ともあれ／7編ば

カN　‘1力面能である，カ・くして初め1遡下し尺／繍広その頼第肋のう刎ま蘭
鮪腐刎謡繍ee　itし蜘肋1よ8締橘ろ．す鮪ら・Ers，　ig　i＞、、。　1　・）　（giL4

撒Z・hY，現イ｝しないb　・・Pム謙よク，偽㈱はこれと聞力軌既偽イ功ろ
ことによ。て糊の鰭働渠き期循し爾足学派との関係と誘易楓し、t．、rp
である．

　　勿諭現仔しない勧ほこれと用し1すとすろ信危諺念としてほ鮪とであろ）．
しかしそK・Z・　tg余ワ1調足的ヵ、っ盛イ葡であジ鍵るのぞ・／〉はこ繍之才と輿

すぎとして、用いない，

工、　f吏用s〔献ソスト

　　・・真作一（和1美心悔文）

　　　　1，二乗作仏の專　（昭・和定本番男

　　　　2．唱法i畢題目抄　　（
　　　　3　　星頁言薯♪去才ケ　　　　　　　　（

4　埼妙法華間答抄・（

k　薬王品得危抄　　（

6善無畏抄　　（
7真誠天台勝劣の亭（

8＋章抄　　　　（
9　如説修行抄　　　（
10ワ『1責諺諸滅罪抄　（

〃木絵二像書函の串（
／2，法運抄　　　　　　　（

／3．　　本皮比容抄　　　　　　　　　（

ウ
ケ
ク
ウ
”

ウ

ウ
〃
ウ
ク
、
ウ
ウ

／4．諦経と1捧径と難易の手（・

ノよ　諌暁八幡抄

／6．富城入．道殿御返事

／z　曽谷よ郎入遊，殿御」後

ク
　
　
　
ウ
　
　
　
〃

／
侵
（
（

32

／9　）

23　＞

3ア♪

B3　）

41）
46　）

77）

8／）

／24　）

／37）

／32）

／7S）

307）

36　7）

39の
4／’3）

40sD

／％。琴

／260　＃

／252尋

／263昇

／％5＃

／266年

／27・葬

／27／等

／273＃

／273年

f2　73　＃

ノ27鋳
／2　78　＃

／28。与

／2a。年

／28／孝

／23痔



・・
^イ為未沢・・（・｛［t7iij混蒲之）

　〇　三人条条彦：抄

・・ U作・・　　（壷渓混論罪

　2！　†八月満抄

22法華本門宗薯抄
23臨終の一1恩三観

　24　ナ王讃歎抄

2∫真言見聞
　26　観心本尊得蒐抄

。7當骨鍵華抄

22ラz｝rt綱ヰ少

、281年

／280坪

／292年

　Y一明

〆2よ許

／272年

／z7s年

〆z8。年

／z66年

真イ乍の中，　真星責（一真畢）の王見う手する1のr工，フ欠め7書であろ。

　　s，安房保w妙本寺，外2ナ所
s
．

8
．

／z

／4

！ポ

／6

真蹟の曽イ｝のtのは2欠の2書である，

3，

／i

京，都妙顕寺，舛zヶ所

中山ラ輝経守

身延山（曽存）．京瀞本　奇断片

中山ラ登臨経寿

身延山（鶴），人ジ石寺断片

中山該華寿

身蚤と山

身延山

真蹟の現存しない乙刎よ，次の7名であろ．

　　t

　　2

　　　　9　右写本

　　　　ノリ

　　　／3　ち写6

　　　／7右写本
　　なおこの中、

示す〃、，興妹ぶかい，

五　重加丈献リスト

　　　・・真作・・

　　　　1

日専筆　茨城畠スノ三乗蕩：

均興筆　垢山本門三部

日興拶　垢山本門寄藏
4ぼm才寺のゲく拳とい♪．bZ　vy・あク裾寸と要’すろ。　どのような苧寄徴：と

　如編～後五五臓観に本勃一（E121，ift7足オs沓一号　　／／2）・273　4

　　　鶴頭班秩中山ヲ玄蓼経奇
2顕づ赫君臣己（真蹟曽il｝、　身廷山）（　・　／2の／2　73　4
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ミ　　ヲ云華説話金ケ　　　（H召定沓1琴　／タs一）

4ig　）s入道熊詩藻（・／7。）
s，爪、ヨλ道嚴御返争（〃1ヲ7）

6，始閉飾乗義

7妙一女御返亭

／273　4

／27S坪

／27∫坪

（　’一　277　）　iz　78　一Zi

（・37の　〆ユ8t。年

（真蹟堀イ｝，ラ云畢経奇）
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（真蹟現存‘ttず）

　　この中，妙一女修r亟孝のみ倉漠混潴丈で、，他は髪丈で・ある．通例によク和漢混

痂鉦して読み下したthAvの特徴P“re握諏るべきZ・　eE）るのて・，読み下し奴左使

用すろ。偽作右洞様である．

・t
р汲?fIEL　・・
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　2　一・念三イ云門（　・

　3）7esF”rt答　（　’
　4　放光才妾職潅頂下（　ク
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一真偽禾沃・・
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　2　生死一大亭血脈砂

　3諦法実相妙
　牛　日女御前山固事
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／282耳
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（昭定才二輯統編香琴43）

　　　（　〃　　　ヲの

　　　（　f　／23）
　　　（　・　　2よs）

皿偽1擁なレ之た齢門流のづ俵角％学匠の謝三一吾P

一
2
3
4
・

原殿書

五重月二

神天上勘丈

本困妙金ゲ

五，く所貯砂

6　用・じ鈷

7・ヒ底鋤
ヨ

？榿建立正鈷
／o

”

（日興真イア）

従閉山伝日唄法門

畠土一跡門徒存女P亭

三時i弘塾峯〉欠才’

丈
一
莫

ワ
、
巧
ク

4
穿

丈
　
丈
渓
丈

漠
，
和
4
。
和

，2gs4　季・湊

／272・年　　・

／273孝　参ワ丈

／277＃　’・

ω興の藩9tsと悟る一し“・し偽作らレ、1

（ノ司」の

（ノ司上）

（日澄が月撫ジ柵云した肋と醗の猫順が
起隼，しV・し宮th英修恥κようと賦の箔Z・
あるとし⇒）

（肩順真作）

（洞」二　）

　　個上）

（酬勘蕩作とこ娼一偽作らし、1

　　　（藤の馳昆こ孜ろ一働鴇レ。
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4．2，2，　，解才h一に用いるイ肴幸反

　　交一章のいかなる面に蕩右の特徴が王易われる．zriを知ることが藷看才盒定朋題解沫の

鍵となる．し“、しなカ⑭一搬に1談の分野の朝r駈おいてe，あるK物a〈fa　n

特徴左適格に把握マるのほ困難であるとkkられろ＿本研究におし）Z棚逆吻吏章

の肪徴に飾る夢前の塾主踏無であ．た．し尺玉S’　7て，過去の研究左参叡託て，

・欠‘（琶べるよ）な祷級’．関して．月通の碑の特徴9把握Yることを試みk．

1、　女＝の橘琶に関する晴叛

　丈一長，単語長、吉吾い量（ユー，レのk爵た言十量磁シ．），各品詞anゲ吏用歩負，崖，　品言司

　の接続関係，異「sリ語巻〔〃）劉合なビ主として文の構這に関する狩徴と把握

　するための幻〃““纏の統計量併多田にっ、〕てぼ4．2．．s．1＆参照）

2．単語に節る構報
　　日違，バ好んで，嗣いる単語ヵN“あるかなど，　日蓮の便用単語〃う特徴左杷握すみ

　　たあに解祈に珊いk2砂）文献（真作／7＋偽s7　s＋柴沃1）中，（表われろ紳

　　伽穆の異な。た諜の函丈献肋便用歩鍍e羊細，つL、ztg4・．s．2　E参照）

3．論埋め展關の仕方に関寸る三級

　仏孝吏の文献には一般的1て以下に示すような象．因．喩，含，結といウ独得
　　の電命iL里、の，展，開ラ去刀ずあるといイフれている．

う　　　　　へ
不一・一チ張　　　　 因一一一主ラ長の理由　　　　喩一一うし用

合一一一喩についての適ノ合〉　　　結一・一結論

日運．の支章κおいてこのような一編り・繍理の展強熱べとられてし）6の汐㌧

あるし鳳彼独助諭埋の展閉法があろのかと調べる。
（霧羊細について1エ4．2、よ3と参照）

4　多釜初変化のある凶報

　　癖1くおげる書き勧進徴（C，一街圧複の肋と，斡とaに変化ブ
　　るtaカv’・，e、・・6と方之られる，1、2．3。。　9　z・＃ととモに変化すると％之られ

　　るtn‘・関㌃て1ま別に解祈すろ一“（詳細（っのて，s4，2僧と参照）

これらの4青報＆得うたtolこ、女＝章を単語ごとに区切ワ，各単言吾左以下の／6の品言司の

いずれ〃、へ分類した。轍乳よ計算祇での処王覧際の品詞コード）

　　て．普画危詞　2固稿詞　3形式多詞　4武乃詞　よ数詞
　　6　動詞　　7形、容動詞　　8　助詞　　9　：接頭語　　10　拷ノ奪諮
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〃形容詞　／2応動詞
！6接編詞

！3　．助動言司　　14　連俸詞　　　ノS　畠ll詞

　　魏参す解ネ肋為に使用しk銃吉†数王里石碗所の計算桟（H廟じM・lso）に1よ浜字の

入力出装置がないんあ．文章ばすべて，下記の例の』うにv一マ字式に読み下し（
言傅桟羅里の関係上，V一マ￥式に吉魅和際はヘボン式左採用せず醐ヒの表t　、，・）

表記法に徒沃．ただし“ぺだ（1・t工月上の理齢ウ麻として表記した），

（例）　夫れ．諸華経第ヒ神力品に云く一一・一

　　　SORE　）一tOKEKIYAU　DAISITI　ZI！V米RIKIHo1V米〃l　lHAk1」

なお，解祈に用いたテキストは，平禁寿書店版　肩酵ワ勧嘱疹　比運聖ん遺吏全・；集　zr・，

渓写の読み方，句読点等ぱこのテキストに従フ1ヒ．　（1ヒだ1しこのテキストにおいて

明ら〃、にミスとfs　ZうれるLa，例之ば．　？一al一の渓字の託み加僕斌・て・）ろ協金

あるいは又カッコ刀欄じてい鳩、場飢あ，につ、1て1よ，ts　ff，畜漱1播矯魂

易と壱とに修一正した。）
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4．2．3　診吾の分薯qと品言区分i類

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　春日正三

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ち諌負｝愼一

1，　はじめに

　　語の分劉・認定には『傷語辞典』（角，1出版・尺舩潜一・佐藤謙三編）と一応利

用した，一応というのは．日蓮聖人の遺文がその用語的特殊・卜主から，文章吉直すな

栃文語的縣とワ語一鎌倉時代語一負嘘素と，それに坂聯当確1倉腰秦
の位摺感激格段和めていることと，聖んの私信いわゆるラ肖雷文と比較してよツ公

式的支馬上から、漢諺的仏教誘の要素滅強く，その点て学紀にある種の吉面内だ
‘丁で・1ま基．孝となツ琴昇ないといク国語史臼ク特殊・S計減：埼つと思うか・うであろ。　そしてま

た鶏㌦単語の分割撹び言綻に当・ては，『㌢源」（北辰館・生野道明蕩）と㌦
考文語夫φ辛典』　（粟酒書籍・中才座元．）をノ月餅検索｛含6めてあわせ，用の，　一つ・の’罵言吾芝…吉忍

齢したことによろうのである．　しかレ多くの場令　一単語とレての言卜定1よ，テキス

ト紋‘・即しレ・・b－X・ε示す醍われる語は，辞書の登録熊にかかわらず一諺

とし．で．Nウる限ワ．その・寒紅ぎ豊畠ならしめるために細分化し瓦そしてこの方

動よ全作品と逸し一貫させ礁蚊1ある。が，脈鎌倉時代以前の用法として用
例が認論れる熟語的合成語1くフ、、てはその限りでなく，償用的語句とレて一語と

認定した。ただし，番士の語の識別の者添上，語形変化のある語，すなわち用言～♂

らびに話凧連語ば，計算桟むの処理の瀞含うあって，文法上その基本形（慈冬止形）

は周一であると見ぢされる語であるにもV、かわらず異語形とレて処王聖tkていろ。

従・て黙り忌数吉＋算上で1よ別々の語とレて算出される。のでその基本形1（よる語

の雨露心後算出し響げ如欝ら帆、e

　　l難幽玄の読みtgr．芦ストの励仮2，，表e乙の記載に従，た．テキストに1漆

多くの語1・ついて振ツ仮継付してあるが，遺う資料とレての御書．とき1呼・て

画一の御書であ四がら周一の吉吾に振ソ仮名左イ寸レてある語と施レてvrs、彪句
があろeその場合‘。は振ク仮5G　9　SEレてある語句の読みに従，た．しv、し「）く寿．‘c

「にんじゆ．と「0とじゆ．の両様の振ク仮名が耐諏7踊．いささか微：妙な齪恥存

するtTれどt、　これは「7＝んびゅ」に統一した言泡み方にした．この8ラな洞一熟語・，ノ司

一・’ 鉛恬?�ﾉ対する振ソ仮多の；異凋や「」，　（　）ヵ“閉じていない，　まτヒは吉呉暗紅の単蓄屯

効　比うV、tcミスと思われる語句や振ク仮％C（ついては．修正と施レて賓’：料とした．

また知んぬ、‘珠・勉」κ訂正して単語の分割tし，物品詞磁心しr＝．ま瓦

宅傅桟物処理上から，記駄言怜式・一マ綴，とき1煎へ，t’ン式表記も併用の

暗記考であ勧で㌧1司一の品詞でしか画廊義嘱音無の語例之ば鬼丁気
「息」「生き」19すべてノ司一の音節の言容，ノ司一謡言司a言吾とレて集積されるので．　こ4（の

選別k’必要とすろ．句読点’さすべてテキズトの言乙載に従フた．．

2．　品言司分美頁基i季なう。べし（．品詞コード番琴

　　文法論上の単位として認定さ紺蝉語き，文法上の性負にわて分類し局の
が品言司である。　吏．法上の小生質というのは，　ことばのきまりを説明する言彪明体系のク
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乞ガ、ら，単語の栃急（形式）‘・」麟ヒの結びフ、）rtことばつ一フのそれぞれガ爵・

て、、る言語使用上の叡旨指すのであ。て，亀勲1煮義．と加之て分類体系イbレ屍

の帆品詞の分類であ画幅分類表である。従，て品詞分類の基準は．巨視幻L蒜，
文ラ国論上，語の単位として認憤れた単語の，竜義と形態と職能と基季にレて分勇頁

されろ．巨視的立場で分類した日本語の規範的品詞は、以下1〈示す〆。品詞であろ．

　　　　詞　　1．名詞　　z勤詞　　3，形容詞　　4形溶動詞　　よ畠1｛詞

　　　　　　6、連体詞　7接説詞　9庭動詞
　　　　舌辛　　9助詞　　／・，助動詞

　　》）〈上の品詞にフいての概’亀は、常識的に王里解されていみことなのでその説明と

tこで1崩略することにする．Lt　」e7、し茶研究で1最の資料と豊幡らしt・る為t，

8リ細か守分茅井のたtoに，上記〆0品詞以上〃）凝ロ詞を設定しrcので以下そのこと仁つ

いて診乞明すろことに：す，る。

　　巨視台場の文3去上の柱面かうは，共遮旧法管柱秘語論いると、1♪1と

の為にその品詞1諾詞とレて一括さ撫，．固稲許普通多選・代ki　aj　・数詞・

形式箔詞と、ゆ品詞多’遡常認めてバい．しv・レ，証歌所属する単語1；P，伽

品詞湿す禅語と比較して潔1・数多ぐレか杖法的内翫複矩舜重多様で
ある。　日常の言語生活の中で使用されているこれノう名詞に一括ざれていろ単語1ま，

物論：に応びて，それぞれに駒るftiZ的臨画職能またはi議左右・て，し
か毛君羊れ．左武レてづ吏用されている．　ただ雑然ごとう雪面．レているのZ・・1エナ♂い。　たと：む‘魁

一っ一つの勧が馳と区別すゐ為1（使わ孜ていろ踊名詞と一司類・属派すべて
の肋とづ刀含めて表現する刎。可能な普通名詞は，その語の蔚姓において基本的・

恩義本的に違うものであることが認；められろ．ノ印面に．代名詞ち数詞う，形式山詞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　ノ

t，　それぞれそ，の所属する寸寸の特盛生左才寺ノていると認・de）うれ一る，　とい：〉こと1よ，

巨視的好品詞分萎頁上かう’面一フの名詞に属する単語のマによワ細かな基孝と設定

することによ　フて．　これら名，診司二更に魚屈亡く分類すろことが司弁巨であろこ　とが分ヵ、

る．そレてときには，いささか吏ラ去的弓能と、ゆよジ語義食盛雨着に入奴、

彩詞の内部きいくっかの種類に下位分類すろ．

　　1たと之ば，　単語の示す対象と客体化し搭がら一盛．孝既念化すろことの出来ろ語群

ヒ，対象露体燭る焔的職官1。っ、、て‘‡前老と詩賦翻し）　pt・，一心概念化す
’るのではナcFくて，　ξ固：別心倉∫面する語群と‘く分・類・することVN“で1きろ．，前老ヵず」皆通名去司

といわrKる品吉司で，　字麦指Vt’固／A多tlplといわれる品診司であろ。　こ‘の二つ・の品言司に銘寸す

ろ判断は．ときによ・て．また’単語によ，て．いずれと倣レかねるときがあろ．

極端擁い三選ば1主体履茄語主観に茄されうと確之を碕究資料の
品詞断足Z・・　fこの二つの品詞‘く射る語に蜘て1よ，韓の中でその表堀内）勧概

倉が，’般概念落のVN，油谷概念な‘o　iV｝、いさざか判然とレない憶うあ・て曖昧芝
もタ契7ている。　しv、レ，　単熟屯‘覧　テキストに平均邑これてし1る語の構ノ成と之．脈と告一義

かうレて，少なくとうその内容が個体表現であク個別概念8示す語であみと認識さ

糠場合に1個離詞とV，一般概念で・あると認識鰍尺語の場・蝕は，普麺名詞
としr一．一e
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　　例わば∫ラ蝉経穴勅茜面訴、「天欲帥。〔疏記∫梵丸5帝釈、「．Pt〈H経」
5去運．、「禅宗」「1念仏宗、「真・き宗、＄のん名、地名，作品多一等属柱観念なら。ビcz個

別概念潜熱の識踊名詞とレた．一方，競捉「御室、「載」「別盗丞妙義
物難」簗間地獄」簗間∫真き、「圓、室内」：応身∫歯舞」う権敷」騨ラ者」駒

嬬　当主、「掻撫、「由旬、『本尊、「法華、琴一般的辛物の一般概念化の職能を持つ

墨譜通名詞とレた，まんケ像魚体でゆる丈鋤職瀧は既毬の固郁彦弔髄
危詞と：変わら遣いが，対象と個別；慨念化レ，　しか右直接的に指：示するという，博き司

に属する語群でかとt体系三脚まと9ys示すのべ代渇詞である．例幻乱
「t）れユ　　「ぎみ」　　「こ≧　れ」　 「そ　」ft＿」　 「あ’イ「〔．」　　「と二叫れ＿」　　「7≡＝れ」　　　「2フ、kL」　　 「し、　3t一れ」　　「v｝す一こ」　　「タ～こ‘：二」

恥であ・て，感応資料‘甑主とレて人イ銘飼と指示イ鴇詞ヵ雛んどで，反射

代屍司は，ま柵ある．なお，文語文‘錦、、て「代渇詞＋購司（絡）」と鰍ろ，覧
の＿星　「そ　〃ワ＿ピ　　「あ〃っ」　　　「と「のJ　6っ　S　＝〉　　ナここ語，さ㌧　　　　こ＝　れ　ら　の語の才鶏｝っ　丈芝去倉ク職葺珪」オハら連体診司

としたt以上の遡糊の1勧・，本織縞資料で候用されてVl櫨体詞の語彙は，㌃・の、
r、儲る∫ある．「いiVl　・ifsる。「、、ぬる」「去6．「飾の．である．

　　以上のほかに，名言司の下位分美負は，数き司と・形式名言i尋ガべあろ。数：詞には，「一」「三，」

五「七」「九等の基数詞と，しフj’「三邸「五回、「ka」「三世」「五割翻

助数詞，「二つめ」「茅ロ番」「第六翫ワ＼翻」「三覧「＋の品」専物痔数詞
すべてき含あて数詞とした．

　　形嬬詞とは，語形（語音）上普通名詞的であ四がら，その内器において対
象講体化すろことので，詠い，文ラ去的聯筐切すらいだ語群のことである．たと

之ばゾ麗∫lrぬ「こう．「e　4．「ところ“「腰．「ため∫はず∫あひ掲「ヒう」
「”・　T・　4、「ご1と．等で励が，とき‘くぶ，て侍「乱紘が普搬詞に・♂リ，厩覧

臓」が形嬬詞に・S　・　T〈．UV・レ物場合κ’害，欝換の語と仮塊ぎの語の

油壷の残・出語協・たが，で紗炉艮ク全研究資料左通レて一幅せ尺．
　　〉ンく上のように，　巨視負ク立場で分菱負すると名吉司とレて一丁されろ品詞う．　その危

詞内部繕干刎・異遜拳にレて分類すると，既勘の榔イ紛類う可能である．
そレてこめ名詞の下位分類は、名詞のぢ「属吉吾彙それぞれ〃“独自の語彙体系を構成し

てい儲の賜あるので．物基準の取り方い刀・んによ．て‘さ，拓詞所属語群の上
下，左右各類に分炎夏し，　それの命名診可能であろ．

　　今回の本調査ジ研究では、　各・語搭うびに各品詞あイ吏用割今・ぞ品含司間の捲壽彪関係等

嬉数量化し，個々の単語の使用割合に関する盾勧蒐集に主目的ヵ脇，たので
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ巨視的立場からだけの語認定，品詞分類で1醜く，微視的立場からの特に彩詞にあ
・てto・　・（の語義性拷彪レ扮類命名9・ff・・e　，た．

　　また，固指名飼1・軌寒い．肋ごよ，靴が作品の物固鎚詞新内する場合
物鋪映画の表わす属擁脆〃い也の個体と助のに，総の中砲写’1して・、
るガ・，諏肥達しようとしたかの皇図と探ぐるの‘頭劾観しか継歯懸詞込
あみと尾・て・）るかうである，我ク珊くん長嬉語生活の話しことば‘。お、、Zは，

その使用する語句の，アク乞ント．7・ロミネソス＃マの強弱‘・よ。て．e．し手の蔚

寒雷祷（喜・驚・裏一・楽・敬ご卑）縣と，聞き手に女臼る待遇危識としての敬
㌧卑要素の表．現が好芝れみのとノ美様，文字壱吉吾・における三面多詞にイ寸，加する「が・の」
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符遇智識容認御書にの表われて、、る纏，調査立隠したか・たからZ・tある．
上記狩遇酒壷消無と関連するの武擁負・接尾語であろ．従，てこれ‘：e一品吉司と

いてのthg5Zて数量働女橡とした．例斌「御．「為「甑り」・．写侮砺
r
才丁ち」な．どで・あろ。

　　、巨視的立場で分類した勉の品詞δ。フいてt［1・．規範丈ラZ9はじめ棟マな丈法書に

説明ikz　v｝ることだL．常識的燈とであるとt7sして，あれ紙面讃すこと
壱なかろうと思う．ただ既に迩バたことで弔ある斌用言に属する）etg．その語形

が実際上（資料としてのm書の中のどク表iE　s・ecていよ♪と，老略磁乳誘
之，　また．一つの語の形態上の変化と易屈して，　その言面喰19すべてノ司一〃）品吉司とレて

数9化しr＝．E視四微視的ノ秘の力場〃・う七宝と勅て単語を分類レk品詞コー
ドt＄Pt下の通クとゼる。　（コード数f直に1よ，特にk・味はない。　語の分ガ「・整窪に便

4腕らしあるため‘C付されたまZ”で偽る。）

・1普逓名詞

・6動詞
11形容詞
！e堵続詞

02　固痴夢詞　　ク3’形式多詞　　ク4イ凋く＄詞　　os麹｝司

07　形潅匙勇ク吉司「　　oS・　助吉司　　　　　　09　接豆負吉吾　　 ～o　接尾語

・2盛動詞　13　fi」吻詞　／4母体詞・s副詞

3．　そのイ也

　　単語認定筋びに品詞の断足鳳、眞力添題点があ・た倣ど毛，あ之て統一
的に処理した様々・♂語句の論御こフいて迩べておく．

D「真諒．1調肩名詞としたが．γ真ち．1譜面危詞とした．その埋由1子潔γにそ
水それの品詞’分嘆i負の項て・，その判断基季について述べて｛；あるが1「真言宗」t1・個別

概念と物し，二二ll一般概念と易勧・ウである．

2）「磁い・は，⑦疎教と意蜘骸易合，②三藏に精通した僧にnvろ尊称とし

ての，いわゆる三藏毒核竜味する場合③経．・律・論の三藏認味すろ場合④
三衆のことと危味する場A，・，　V“　（1；）　6．そこで㌧①②一味に使用レていろ場合‘く1子彫i

名詞とレ，③④磁味爵つと判断された場合1。は普逓潮とした．当来・菩薩・阿

修羅人施等婦一般概念跡レて、、うと判断した．
3）［一念三千・一向・一如・一義・一：切窒墾一イ父聖散・三i咳差別し等々か普通名詞

として数詞にll　tら副いたが「三千フ財也界．の場Ae　C・　t＄，「三七が数声司〆犬、

が接頭語「属音．と普通直感として処虚しZおレlr＝．

4）．頻ノ蔓数の高い語褥うび1（肩台一的仁処理した品詞と列；挙することにして本報告

書の結びに代えることにすろ一1二心，手，語頭音と五惰図κ従・詰乙入する，

易て・あ・て・あツて．才血続詞，「あ物蒜’あY　d・7ままに」％にA易まつミ〈」

副詞，「あざぐかに」「安縄な句「弦ちに」5哀れ存ソ」形容動詞，「あらあら」気tEFA副

訊忘れ・あほれ．夷動画りトザあら免助動詞寝しめ／ず／レZ」動ま司＋
Pm彰ク吉司＋易ク疹司，　「才月／似／たる」才妻夏負吉吾＋重刀き司＋P刀動壽司，　「ヲ乙ヤ・」　『争て闘ヵ、」　「こ、」P・汐、’）

「如何」「し1・V・んぞ」「いずくんぞJ「幾1ボ＜」副詞．「妄9／どかいく／t一　tJ動詞＋助動

駒／梯に」副詞彫漆動詞，「飾ギ・たき、形器国勢も笈びユ「還．て」壕
ねて」才妾系泡吉司，　㌧呑々」「？督らくJ　「お～よそ」「91v　・tを・す＝」「z・7て」　「汐、くの」念ずしt」
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寡に．副詞「Nいts　5」「瓦、に」　「2F・・6そV・tc、J「お砂‘（」「mgr。6．悔様に」

擁媚う司じ．形容詞窃ら動言司，「徴／乙吻諦廟，「女e〈」『如き）
屍くk．「ftvきん．物詞，「を1高「9・ei．「を・e・．　”gぞん・t」一．「ヵ・な．㌃、し．助詞

「先‘（、「更に．「しばしt1”．，1し1ポらく、副詞，「しかし・・e・P“ら．「しか休．「し・・tJ

「しr：c　」eギ“　7　z．．阪第1、．「夫れ．「そf｛e．庸歳」「そ撫．撫灘司，豆ん鵬

「＝左揉に」　「速かに」「ぜんぜ・ん‘。」形容動詞、「レかる／に」動詞吻詞．冤伽／

る」動吉司＋助彦汐i≧司，　「1tZ之，」　（「しv・／のみ／なら／す“」つ畠り診刃＋勲帰司＋i勃壽司＋助動詞

「腔こうに．「たしか‘（．「互・・」「 ｽ分‘（」「直肱」「たと川ゴ、「T．UいC〈）．

「飴たま．「ただ．「麦々）「つぶざに」「常に」「ついに、㌧＜ブくと．㌧らフ5．

「と。、＜、「E｝　？J副詞，「ただし．㌧欠‘・」「ついで1・。「っ、、裕」「ノ・ICて．接続詞，

「忽弓に、「鱈ろ．形容動詞，「只今。陵．普齪詞．「為／に、潮吻詞，
勧ら択／れソZJ動詞吻動詞＋助詞，「腿．「何と．陶か」「解．「1・7と…J
「ノ頼くtよ」　「’f可し‘に」　「1こ矛フv、に」畠り玄司bi　「rfいし」　「並び・1こ」才妾窒た診司，　「な・〉／也／気合

み冷拓蛎恥物詞＋補劫聯司瑠動詞，「早。．「as之t（」副詞，物
めて・女台あの．接続詞，「遙に」「分明‘、」．「子審に．疹動詞，「誠に∫又、

「91に」「 ﾜしZ」τ全く」「la　6．「專6J協し」「レとt」「勿論」「む・ず駄ら
｛多1」き葺｝，　「＝し）く7て」才妾壽舜＝吉司」　「まま‘⊂」　「希‘，；」　「まちまろ‘て」　「｝与だツマ＝」　「妻垂．益な：リ」

鋸動詞「滅ゼ／5．蛎司吻動詞，「eL．、r＝れん仇く．動詞＋万疹詞，辱成、
紳．「能く」験余に．「よiJ「ようKP〈．「舳ゆめ」「．11し」teJ詞，「故に．「dR・z．

「例也ざ。． 苑ｱ詞，「ti．．形式笹蟹，境κ∫様rell（．　「mpるぐカ・に．ア蝕和ソ」

形溶動詞「譲ら／せ」目論吻動詞，
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4．z．4　　塾充計角旱祈

4．，2．4．1　　支一の；構遂に関するイ勇釈

　　醜助ように日蓮の文章にお・擁蔚徴’・関して輔の一三：幽・蜘・，過，劾
研究鯵老にレ，ety徴”S’・Z…6・e」能・ISのある以下1碗すよ〉な約吻・の統き憧と計算

した．これらの中には互いに相関のある統計量バ多く存在する。　（表4：1）

これうのイ青報と利用レて，沼判別Ptir（2諮捌，多君剛別）β主威分分栃結

果と剃用した判別分耕　　　σ主成分分柏「の鶴冥と利屠しrcクラスヌー・丁丁によ〉て

角早獅8行，た．

　　A　判列分耕（diSCtriminanτanaレsiS）による解獅

　　1）　2群学’1男1」

　　　　解枷（用いた鰍藤作と偽作の27ルーアに人別し，”三樽臨去才ゲバど

　　　　ち物グ1レープに属する〃透推遡・けろ，

　　　　韓動約〃“。の変数の中には／フの変数旗作ブループと偽作グノレーフ・9

　　　　完全に分駈き砺刎誘在しない。両グループの分離に最朗加轍
　　　　1よ，　噛’助，詞‘η前に．名詞がくる薯u合・　’t（コード〃∂891）　であるが（｝図1）

　　　　蜘（バの変数の刀工頒謙とレてt，働勧4編〃慎イ昆誤判断され
　　　　るこ　とになる。　　　（891）助詞の前に名詞がくる割合　　（図．1）

文
献
数

e．　60

（真　　作）

⑭
⑨
③

⑰⑦　⑮　⑪
⑭⑯④⑦③⑬⑫①⑤⑥

昼　貫　1　8 ul’ w口1ρ
媚　1　1 『

1．

60 0．70 0．80

褒確 、 〆 多ち堆
ノ 、

文
献
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〔偽　　作）

＠．．　Q，．

O．　60

1　1　1　S　l　t

O．　70 O．　80
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n 6・　Lo’
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　　このように単4玄d）変数でのaktl別は『卜可宥色で・あツ，　そこで・豹1ヲ’∫κ石効’」：複数f圏の

変数の梼拠総今して判断すを遥薯ヵ協ろ，判別繭効な変数の選択でよ・矯2段階

で行。た，

　　湘侮皆：前記の勧〃助変数のt17か日，真1秒1ゲプにPfiし，鐘汐係数の小
　　　　　　　ざ、1変数と〃個選択．（以後この〃個の変数一E候補変数と呼ぶ）

　　才2段階：A／個の候補変数：の中ヵ・ら、Wilksのラムダ銃計量き用し｝て，判別効

　　　　　　　卑の高い変数左選択。　CSPSS統言†パッケージt’五（粟洋経済）

　　　　　　　P3ρと参熊）
餌方は〃｝身0，／～4韓／S－r／V3＝24ん4啓2ε！Vs＝3、o，／V‘謬3ε〃7二40，　IV8＝4S　で計
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2）　多君羊判別

　　2君羊判別で｛よイ為作2　IZ．i・）511iきまとめて1グループとしたバ，イ為作8i編の落：21ilよ

　　すべて異なっている可角と性が’島く、　し尺が㌧てここでは偽作は／編ず’つと

　　げループとみなしt“三夫初去抄協真作ブ・1レプ島含あた9っのグル
　　ープののずkl（属するか雛濾する．斐数選択は次のように2f2FSで宇了，

　　尺．

　　一i｝’　i段階・真作／7編での標準偏差S，と偽イ房編の標孝養差S、の比S・／Stの

　　　　　　　白きい変数（候補変数）〃個き前記の約／oooの変数あ中〃、う選択。

　　才2段ア昏2群の半幅での変数選択“ナ2段階胴じ，

判十分磁歪〃・一1・、〃。・／S．N、　一2・，　th　＝＝　25．、Vs・・3・．〃、一・3S．〃，・40，〈舎・45

で計8回行・たn1”，〃，二40が易囲み言輝子能（原道明）であ。た，

　　　　　　　　　　　　勉構造に閲する橘報￥志づ群

　　　、muﾏ
狽ﾌ数

候祷f変数コード〃δ
　　　　　　　　　　　　1
ｻ劉に用いられた
ﾏ数の数とコード砺

噛　　　　　　　　　〃

O訂蛭

ｻ別像課

イン蹄晦・ノ

ｳ解傘

／V，＝’o
6’，443，855，22，935

^67ρ，／94〃6，9／8．／699

9変数61，44ミ8∬，221働下
X85／94・6，9／8　i惚趨 647彦

真作の中で2，7：ノ2
^3，／4，〆6が9’偽∫弊27ど誤判別

艦，／夕

〃，の／o変．数＋

X17　930，906．／697，70

／2変数6ゐ4帽蹴z2，勿i偽作’
?m94・6〆699勉％／697i讐樹 76．5疹

眞作の中で7：31／2・／6

父]4為年27と誤判別
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X85丁406孕／£9／7：936～3よ7
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確＝25
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X好β／鰯ろ32一黙考鵠蕩1鍛禦
1〆峻，数6乙44322，9拓ンウ

〈／夕二30
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U9ε．3ト34ち　853　／5τ㌧　877

i〆5一変数：44こ6｝5598よ／9π偽作
S069／8／6；97　2ξ＝9β　〆5『　ぐ／晦．28）326，692，8∫3，／50，277　　　と…剃宴’1　　　　　　　＿．一＿＿』．．．＿＿＿　　　　　　　　　．4＿＿一＿ loo彦

／～を弓∫ 白白92。競海難「真 ノoo刷

／V3言45
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層．曹　　一一層一｝　畠－　府｝一rr　＿　＿幅　一r　　　r　　了　　　　一　」

B，一寸成分分ネ弁4）碧玉画き舶用［した卸1別分才斤

　　半三分耕ではあらかじ塑選択しておいた〃個（最夫4のの候des変数の・稲

　　ら判別に項宿患’つかの変態き勇ル7肋ラムダ統計量と基準に選択して
　　判別と行フた〕　しかしながらこの場・合・にば：最も多くて右24の斐萎女のイ・煮媛し

　　カ、づ卸U用できない．　（25一（三人柔藩法才ケ芝…ニア惹く女痢犬萎女）一1＝24）。　そこで，　主

　　才分分耕法‘（よ．て多くt。変数の積報左ケ数の基本的因子に寒釣し．その

　　因子イ肴報にtとずいて．判別分一耕’と行一フた．
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1）　Z群判別

　　け真伍7編に関し変動係数の，」、ゴな以下に話宛9個の変数aMvて主成
　分分耕を行L］　7k　l～矛／6因子得点と表め；Khにこの構報老剥用して，偽存3

　編と三，犬弟ズ彦：抄・に関して矛1～矛／6困子得点左書オ算しr＝。　こクレて求めた，

　26の憶病に蘭する学1～才／ち因子と変数とk乞．判別を行フた、変数選択

　に19W「ilkSのラム5ブ妥充言†一心9用いた．、学，1別i自老累1よ，欠のとうりで1ある．

　判別に用いら紺（変数（因5）ほ矛7，i　／3．＝わ洗7／6圃子であワ，イ
　　ンターナル充ックでm正角韓は9認（真作の〃b．・／2のみが偽作と誤判豹1され

　た．　〉，で三気焔抄頑作のグループに分類f　k　lc．

　主威分分不　rに用いた変数（コード〃。，）

　／3．　／5一，　／9．　2／，　22，　23．　24．　2S，　5－1．　52，　S13．　54，　55．　56，　S7，　58．　59，

　60．　6ノ，　7d～　／5Zl／7S，／80．326，327　352，4　06，431、432、443．5／6，582，662，

　687622、7／617Z2、β3生24S．855，85フ83實363，865：3路8フ7β：80，89∠893，

　90／．　905，　908，　9／3．　9／7，　9／s，　920，　93a　93s，　952，　984．98S，　／66／，　／670，　／s79．

　／6S）0，　／697，　／698，　／699．　／700

判別関数値の分・布
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ヤ三

2）　多群判劉

　真作／7縮でのネ票準偏差：3iと偽イ乍8鏡の標準偏差lS2の比S2／S，のイ直の犬きい

　以下に記す39個の変数gm　L）て，真侑7編のデータ往威分分耕と行いや
　　1～封716因子の因子焼点と求め，次にこのイ「青報8；利、用して，偽作3t－maと三

　撤厳抄に関しZ7i～わ6臣子の因子得点と計算レたeこ♪レて求めκ
　26の文．南犬に関・する矛・1一一716因子き．尊詠たに変数と彦之，，判別ε字了7アヒ．

　　変数選択はWil・ks・・Pラムダ統計量gmいて行・た．蘇嫁のと）！であろ．
　　主，威イ分＼iPtNわ＝「に用の1・ぐ変数（コードノ〉匠）

　　4L．　S’一．　7　8．　xo，　21．　22，　23，　24．　2si；7．　26，　29，　3Z　33，　，B6，　37．　39，

　42．　43，　ua，　4s．　So，　s2，　S3，　55．　56，　57，　58，　59　60，　6／，　63．　96．　97，

　98，　99，　／06，　／08，　／09

　判別に用nられた変数（面子）1疎1んわ乙2／3．才ノ姻予で三夫和法
　抄rよ真作のグ、レプ1。分類諏た．

　なお真作の中珈zと舶ノ肋2編刀偽作2物グ、レープへM。，・2，／v，，・／3，／v。．・／s

　　の3編が偽作2肋グノL一プへ言詮分類されk
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0一主，成分分ネ∫rの結果と剰用したクラスター’分才弁

　　前魁の困・手分ネ斤で得た各文献の才1一才／6因手・の中矛10一才！ムまでの7因

　　｝k用いてクラスタ分祈き窒う㌧た。

クラスター分析の樹状図

　（㎜1、SD比大。第ユ0因子～第16因子）

co＠　＠＠　O＠　＠＠　＠＠　＠¢　＠＠　O　Q　＠＠　＠＠　＠　pt＠　os＠　op
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42．4．2単語に関する楕報
　　26の文MX・Pcは計90322誘の単語ヵ唱てくろ（51　M丈9除いた本丈だ’アて・は

79397語λ各丈献の総輔数は表1の動であるe
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（表1）

文献！v5

一
2
3
与
5
6
7
8
9
0
／
2
3
4
5
！
・
7
0
1
2
3
4
5
6
7
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
／
／
／
／
／
／
／
／
　
2
2
2
2
2
2
2
2

総語数

Z60i

＄078

8508
B68t7

2421

20S2
228S

t382

本文マの誘数

2169　（26，4％）

7346　（90，9％＞

7500　（88．2％）

30S4　（82．8％＞

2261　（93，4％＞

／9／7　（93．4％）

2061　（90，　2　％）

／283　（9z，8％）

引用文中の言吾数

　26　70

　7／04

　　774

　8鈷／

　B876
1　615
1　Z67T

　32　78

2桝旨ラ93（94・7％）
34sO　1　3／sg　（92；4％〉　1

／／6　4　1　／0　21　（87　7　％）　ii

ク362｛6826　（92．7％）！

42　7Z　i　3960　（92．7％）　i

　ク87　1　　5ヲ6　（7S　7％）　1

6396　1　4949　〈Z7一　7iE．？　i

／083　1，　99S　〈｛；g7tc％．〉

／892　1’　／672　（88．4％？　1，

／3／9 m／”s（84・s％）

22S8　（84，　6％）

5　66　4　（79．　7％〉　1

5フ6（74．！筈ノぢ）1

8493（99・3ノ写），

2S27　（55，2％）　1

羅劉

432　（！6，6％）

732　（　9．’，2e（）

／008　（1）．8％）

6；33　（17．2％）

／60　　（　66％）

！35凸　（6，　6！彩）

224　　（9．8疹）

　99　（72紛
〃1　　（　タ3％）

262　（　76％り

／4・3　（ノ2．3％）

s36　　（　7：3％）

3／2　 （　73％），

／9／　　（24．3％1）i

　　　　　　　コ／427　（22．3，2）1

27（2・6疹）1

220（ノ∠6釧
2・4（〆よ5幻1

4／2（／よ4，傷♪

／440（20，3疹）

／98ぐ2s．6％）

　58（0，7％）

／349　（34，9ノ多〕’

　89（／4，．S％）

　／47（．玄5一／）

　376（〃．5冒／）

　　よた79397語1よ6607Nの黙．た単語㌔・ら威．てL、るバこれうと蘇嗣
5，J‘二見1ヒの々s’表2である．
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品詞
引用畑含めた

鼡^なノ
本丈中の

ﾙなタ言轍 品詞
引用吏う含あた

齬ﾟの異なノ

@誘数

本丈中の

ルqノ語数

普麺名詞 2821 25「5「2 ：接頭語 ／4 ／4・
園
廟
名
詞
「 ／037 970 才魏語 7 7
形式多詞 ノ5冒 ／4 形容詞 2／0 ／99

代名詞 卒0 38 庵動詞 3 3
数一詞 6阜5一 6／牛 ，助動詞 90 89

動詞 ／270 ／690 連備司 ／8 ／8

連単動詞 ／40 ／32 副詞 ／71 ／58

助詞 54 52 、幡続詞
好 よ7

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　俵2）
（注）異なり語数の意味κついて

文ラ去劫間鴨協ろ♪力噺算桟での処理上，ラ翻のある単韻エラ翻語尾ヵ撰な
るとすべて異な，た単語とレて認識されメ＆埋されている．例之ば，「女子み」（動）と

「菓（）・Ph）J（名）は馳．点葉とレて処毅れる．ま爾＿品詞でノ司音異語の

諜（乱酒f藷通名詞（のの帖ボ“錠）はノ恥諜とレZX（i9！れて、Sろ．

単三（閲する構報の解祈‘，・tg　7AP・d）　4っm方ラZ　8用し｝rc

　　A．判別分・祈（2評判列，多」歯面劉）

　　B．　主成’分・分荊「の、結某・と孝’j．用した判別・分外∫「（Z論判劉，　多群判別）

　　C’．　主点齢耕・の鶏累左　il　，J用したクラヌ：ター分＃τ

　　P．延べ語数と異なワ語数の比の分国

んヂ牛列’分・；が「（dfsc卜iml脚t　ana（7sis）による解析

D　2血判列
　　66・7纏の単語の中にその侠用益。よ，て真作グ、レつ・と偽作グ，レーフ吃

　　完全に分離できる物は擁レない．両グ’レープの分離に最急歩tS・bの
　　’工普通名詞署薩と・ゆ語の便用牢（図2）であろかV，仮lc　」の変数の
　　イ更用4t　o，　OoX　E分・寓産衰、とレても，．真作の4．編が偽作と言呉羊’1匪弁され，ることに

　　なる．

名詞／32 一〃，o／o 一風〃／o

名詞菩薩〃の使榊
匿

：

脚
・

（真作）　　乃　　　　　　　4　　　　　／5／タ汐／3／2　〃　‘ア　7　6　3　2 P－6し。必薗

E辛　齢
一〃涯

D　ぐ三六救法上’　　　　　　0

／7／6β8

　
　
　
　
2
8
2
7
2
6
2
5
2
4
2
3
2
2
2
1
0

0

偽 （図2）



　　　このように単独の変数での際涯‘托子可能でu，e，　P，

数個の変数左次の2段階
レ窪が’フて，判別に茄効な1ネ夏

7／侵ア猿66・7纏の単語の物う真イ7グ’レーフ・に馴し，便用率の変動係数の

　　　　　　　小9い変数9〈／個選択似後二aハ／個の麦数色1賄変数ヒ・乎の，

窄2段階：．調の候補変数のtl’・v・らNi　lκs　・e）ラAダ統計量士いて彬働牟の

　　　　　　　，易・・、変数雄択，

で粗、，こ）して選ばれ艘数個a変数副筋zと総合して判断する．解初編40，
IV・・＝・／S，　N，・2e／Y．・・2S．／Vs・30．鵡5鏑N7＝40　va・｝t・7・IMノ行・た，

候禎変

狽ﾌ：数
候補’斐；数O内は品詞コード

判別に用いられた

ﾏ数の数と変数

亀1　　　　　　タ

O争冥・

ｻ劉継某

ゲ♪タール

@ゐツク

ｳ解牢
相閲比

（1。ブ「δu　　ω臼σs！ギ由 6変数
（1のくろ4RABI〃1　⑱）A門丁E

F1κ4〃1　ωMδT6
（1のTδU　　6）a）5A－ru

G〃ITE　（7）1κ4〈！1
真 loo，疹

脳＝10 （り〃δTl　　（のドrl のく〆δTI　ωlTl
（≒）HOκEκIYノ田　　（13）SE

八／f＋ 6変数

’仏＝な
r苫うD万Mδ　　　　　（B）T沿．RU

i4）KδRERA　　　（‘ヨ）（｝：δTδKU

ωBδ5AT口　②Hσ1（EKi漁L［

iワ）1κ／亀！》1　‘のDδMδ 真 96％ 28→真作
ﾆ誤判別．

ωBdTUPδHU （の1一口　　　（β）母δTσκU

〈を20

〈a＋
氏j〈〆δ　　⑮lMAP凶

BTδ｝くδRδ（1つ峰δτδSI

6変数（‘）Bσ5，4丁U　（⇒1→δκEKI琢1σ

i「り丹くン4／Vl　　（8）D万酒1δ 真 96考
、28→面作と誤判別

ωD！41 （の1T’1　　　（1う）ξδT－δkLr

ハ！3＋

i‘）T酒M4Hl　　（のWδBハ
嬬藷　寸言長δ

砺25
⑨Mす　　　　（e）KA（β）丁為紀1

ωBδ5ハTO（・3）⑰丁δKU

i8）川τE　　（のTコ4M’4H1

亘
ノ
　
㌧ looZ

　　　　　　　　　　一D（り口くメレVl　　（8）MO

級づ。

ハ！4十

ﾖσMδ月u
GB！へ

ﾖHδHu
i1りRE

欝撫⑧PすM5　　　⑨wすB／4

真 100疹

（1）kδ〃光ZIY4U ④kでδRε崩　　　（6）δM15けu

i1ミ）T71RU　　　　⑱）B／4

（1り碍万丁δ栢口　　　‘ウHδHU
⑧〃万　　　　　　　　（‘…ウREωτδκ5Rδ

ハを3雪

〈た＋

@　　　　一i4）1〈んヘノ0

i16♪YUWE／Vl

ﾌ／〉！脅K君

ﾖ／v刃Rハ

灘謬“，雛置戸　　　　　　　　ωδ飼す月u⑦1κ4ハ！1ωMδ丁ケ　　ωHδH」1ら悼rT1　謙賃〃δ

偽． 100％

¶

ω川下δ
‘⇒H万kEκIY4口　①〃！りK！1

CKδ尺Eメ～月　　ωHiT～ヲ
（1⇒峰δ「一δκu

62



　　　、�i変
狽ﾌ数．

「イ1突補変数（）内1は品言司コーF
判別に用いられ．1℃

ﾏ数の数と変数

、鳳　　　　　　ケ

O秋
ｻ別結果

イ漁ル
@プLη
ｳ解牢

佃関比

ん争・如

ル』＋

ﾖM万く！5　　　　　’（言）kす↑0

ﾌYδ
ﾌk：－δ＄δ

i・）iHAKσ

22変二お〔　　　　　‘8）　書ぐA‘lo）一「ou　（6）『δM万Hl」

ｼ弾ρ柑1耀H・⑮SE　　ωRε．④kδRERA　　畠ウk7窃”0（，ミ）｛≒δTδk口　　6）〃〆｝κノ曾（3）TδkδR5　　（の〃ノ4県～凶〔脅）D〆｝1　　　　ωHITδ

ﾇ鎌昂認識〃

亘
ノ
、 ’・・彦

判別2群 偽←＋一→真
1。変教

o’6
／2　4 ノ7

26， 2∫4 272i2221 瑠〃畢7369 1　8だ厚
響 叶

一2 一1 0 ＋1

1－te．

r2

jS変数．

　8
／0　5

真0
1
2
〃
ウ

7！

，．、．．緯墜β笈藁並．紅塑

一一

23
zt27M

一2 十2

20愛数： 亘 ・偽
，2

’、
！

8 7
　ノ’
f5’9 23

’o 5 ’4雑β763’62 躯 毘 2
ε

212724 鮎
ρ 1 1 層

‘一Q 一1 σ ＋望 ＋之

25変教
’3

真・ ナ偽
　
6
！
4
4

！z

h ’6 勿 2723
8’θo 雌！ 齪、57＿1 2 222∫ 扉21 ％

　．・．　F．・’L■　噛 1

一2 ゴ o ＋1 七乙
L

30変数
28 偽ぐ ♪負

η
訂 ！6

… …

忽 z星’ ！ ρ
’
一
2

蒋 δ 宰
1 窺

35台数

翅
zl　o

傑

一2 ．一

真 17

ﾗ
・
；
a
！

40変数

。

数

o

ノツ

m6
@
…
2
　
1

葺
孟
六 〉偽

　1

|2
　し

v1
↓
0

十1

十t

濾
2
7
…
2
2
2
1

＋2

t2

63



次に危詞，及ひ誰用のある品詞と除いた単語β‘ナと用いて今と1司じ方法で2群
判ラ，191a’・てみた．解祈は／Llrt　：／・，　na　＝！S，　N，　・　20，聯菰

フた．

　　　　　　　　　　　　　　　単畜吾に関するイ肴級（1＝E）　ヂリ劉2群

N。・＝30の計よ図行

候彿変

狽ﾌ数
候禰変心：o内は品詞つ子 判別に用いられ．た

ﾏ」数の蓼〔とコード〃万

、1　　　　　　　ケ

O豹ご

ｻ別毒課

イ7丁丁レ

ｳ鮮 ネ月閲比

一

ル1二10

6ので6u　　　　　（曾）P’41

ｮrO〃国勢ハBl〃1ぐ店：）1M！ID刃
@　　　　　　　（e）Mδ（のハ11TE

ｯ濡Mδ　麟頁B為

4変数ω丁翻　　⑧〃万　　　　　　　　　　　　一（のく11TE　　　　（のハイ。

真 20％

1真作濡嫉
U，7かし“偽作と，

U作の醇、z4が
^作と誤判別

バ4二／5’

（1ρ）↑6L1　　　　　　（a）WδB／4

i1のノVARABI／VI　（8）1くハ
Q）／》1↑E三　　　　（寂）B渦

iのD万Mδ　　　（1のYUWE／Vl
i8）〈ノv　　　　　（8）KδSδ

P）P湾1　　　　（吻1く4κ〔ノ〃δ

4変数
iρグ「δu　　のκ5sδ

i曾）B月　　㈹k月KU”δ
亘
ノ
　
、 92％

其作の内ゴゲ
U作と．

U作の内’2弼

ｴ作と誤判別
（‘り’幽Pバ　（1りSδノVδ②Mo

三二20

（囮）TすU　　　　　（8）B！『

i1のく44RAβWI　（IOYuWE〃1
i8）〃ITE　　　　（曾）kδsδ　　　　　　　　　　　　　　　一

HD万Mδ　　　　（14）k：ン4κロ〃D

GノVσ　　　　　（1り5δハ〆σ

訣H）ノ41　　　　　（11）！V月Sl

暑冾l♂q朗　　　（1りMハ三月

　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　皿　一　　　　　7
S変数1　　　　　　　　　　　　馬㊥）τδL｝　　（8）k．δSo

i曾）Bメ1　　　‘14）κ，4κσ！レδ
亘
ノ
、
、 92落

5

真作の内で絆

U作と、

U作あ鳳2よクい

^作ヒ誤判別

　　　一i亀）Mo　　　　　　（窒）ト4冷1＞ε i

（のwσBハ　　　　　（’り4庶～UHIHハ

②κ〆｝　　　　　　（r）δノV殺

砿・25

6の〒5リ　　　　　ぐ吟）κ14κげ〃z7

i16）！V，4R！～B蓼〃1　（巳4）5δ〃δ

i9）〈（TE　　　　　（け）／V！午Sl

iのDδMδ　　　　　　（1ミ）M〆顎τノq

ig）　N5　ca）M〆IDE
iりDハ1　　　　　（19！1尺UHIH月　　　　　　　　　　一（’り’Mノゆ〆｝　　　θ）0〃蚤

iのMδ　　　　　（1の丁鴻P月

6丁丁　（1粥k・〃δ（16）　〈！ノrR月B」へ11　　（曾）　M乃　］）正≡…⑧wδB月　　㈹Tρ月

ﾖ〃1畑鼠 真 10嬬
（驚）W15　B，4　　　　　‘3）〃1

⑧K月　　　　　　（1‘）MδTUTE

⑧BA　　　　　　（9）SIYδ

ω脚E”1　ω崩kI
’ωkδSδ

確づ0

⑩・「5u　　　　ω〃！等Sl
i16）／v泊R沼B1川　㈹MT為

M論　麟高隔
J量　　島鱗刃ぐ1釧M刈Pレ4　　⑨！Vコ　　　i⑧Mδ

ﾜ3月　闘暮TEi雛B鴻　　　　　　　　　ω〃湘κ1ωY副ε〃l　　　　　　　　　　　　　　　　l（9）B月

ｨ鰺δ箋讐δ

23変：数　　　　（1リ〃！㍉Sl’

i1のTδU　　　　　（1の那～口川H！｝
i曾）PδMδ　　　　　（曾）δ〃米（のノVδ　　　　　　　ぐ’のTアlD〆1

偽 ／〃％

堰
p
［

1

餌



　　　　　　　　　　　　　ロし単語に閲する小青報（F戸）P1　判別2群

10変数

2623　27221

偽ぐ

ﾁ

L
声
7
6
享
！

　　ナ真

@　　ノ6
嚮ﾟ〃　　1

　912　　　　　15－

Q∠30085　／4　　〃〃

／5変数

．芝

@　　1θ　　5

一l

潤@！7
W　／63κ’42

6

　o

^ぞ

m32∫

X！2
ｴ1ク

　　　　．　　　　　　　　　　　　　　［

@　　＋1　　　　　　　　＋z

щU

@　　　　26
f2¢　1謁惚禰　㌍右 ．i

0 ＋1　　　　　　　ヤa

20変数 真・ ♪偽

’0

　0@3轣@3げ

β　2ダ
X　！2

S　17 ノ2準

泓
2
1
2
2
2
7
沼
，

β
窺 一i

o ＋1 十2

　　、Q5二二
　　　　ノ3　0
@　　　／2！タ
@　硝肇∫ノ09！726　／3

真ぐ 偽

輩お泌卸2’
銘

272身　　1

電 一； さ
＋1 †2

30変数
幻

晦←＋一〉真
～7

2ア
！ム

… …

22 2
o 21 ノ

［
一
2

　1

|1 l
o

　F

{1
　［

i£

2）上記判別
　　三樽燃枷漂作プループとイk178　7・　，レ’一　7・（偽作ひとフびとフ左，／グ

　　1レープとみぼす）のいずれに帰属するかと：推｛測する，変鯉択は文の構：造

　　1・関する高高の場Avと♪司じく2段階で1ある，判別分柳凝ず全品詞の単語

　　の1轍訴帽して、V一／。，／S，2。，2S，30m計鋼行。た，
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単壱吾‘（関する構報（E1）　判別・多群

候裾変

狽ﾌ数
候桶変数O励ま品詞コード

判別に用いら梶7二
ﾏ数の数とコード〃万

、、　　　　　　〃

P三孝弊

ｻ列壽課

イ7又プ’レ

@参ツタ
ｳ解率

〃，二10

ωBu’ru　　　⑰BEKAR刈
W欄ぎ’自3郡莇1（引Tl　　ω51YUZI脚②〃ITE　　　ωMl

Io変．数　　　㈲〈〔（t）BUTロ　　　　（β）T1｝只U

ﾖH万Hd　　　　（，6）γ11WE〃星

?妺TZl側

偽・作

V。，23’の

O｝レー70A

ｪ類

941，ご

　　　　　　　　　　　ノ^作のマ
^6が偽作；24・の
Oルー7・ε誤判別

紘
ゴ
ノ
ナ
「

くD13U丁U　　　　　　（艦）Siγ口ZIY4U

ﾖHδHロ　　　ωMlﾖT｝4ME　　　（3）Yハ　　　　　　　　‘‘）δMδHIでの1「「1‘8）！VITE　　（1）k伴4σMδ焔

U3）〃1　　（β）EE廟R刈

’2仏教　　　（1りY口WE〃’ωBロTU　　　（リ51Y止」ZI　Yハ0

t群舗．②〃ITE　（1）kl脚MO献

偽
年
ル
ψ
，
2
曾
の
舛
レ
ー
ブ
ハ
分
類

／00彦

ぐ」3）TA　RU　　　（2）〃0 （1りT囚Rロ　⑥Bεk’4舶
ωYUwε〃1
　　　　　　　　　、iウ別↑u　　　（9）YA 1ち変：数　　（り∫IYUZIY4u
のH17Hり　　　ぐりすM万け1 ω3｛」’ru　　②γ囲

必・20

‘ウTノ聾ME　　　　（ゆKlYレ4UMD”黄

HITI　　ωB量k：’4舶
R§舗　　　　　　　　　　　　　　　頴ヨ）ノVl　　　　　　　　（’‘）二二：P〆1ぐ1‘）YaWE／Vl（ゆ51YUZMu（‘）月RU（1）1㌧引　　　　　　（1ミ）BEkl

（1）HδHロ　　（1）k∩臼ロMう豚

iりT！｝ME　　⑧！〉δ

i∫）ITI　　　（3⊃一「万KδRδ

i幻〃1TE　　　（1）lH〆lk口
@　　　　　　　（のTノゆ泊k13）T冷RU　　　　　　　　（⑦BE｝く1⑯Yロレ》E川

互
！
　
、 ’∂o考

1のBU一「口　　　ω匪K！等R月 〆6麦数　　　　（a）Y，4
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ロ．．次に前吉乙（表3）の／01変数の中。から名疹司ノ芝びシ舌用のある品言司の単診吾を除

いた単語だ・T9用いて一司様に主成分分前左行プて2併判列を行・梶．

孝捌に用いた変数（因子．）は■／3，7／4」SU　5　Z・，　6ンターカレチェヅクの正解率

は76％（真作の中で・／v，．　f．M。．・2，，v。．　s，，v・，6が偽i‘IEと吉期ヲリされ，紘

　偽作の中Z”／吻25丁〃．27が真作と誤享り列ミれた⊃ぞ、三ノ（粥6i法：抄19真作

　‘のク“’レー　プレ：こ4）xjEP．された．

真く
偽

28
／6

’〃 9 2ア14！2 ‘ 26

3 κ 076Z∫　！73
！3〃　4　　， ／ 忽 221 423

1
1

1 1

一2 一1 o ＋1 †2

2）多群半球

　　判列お直面の横造に関するイ肴報の場合の主成分分ネ肋結匙利用した判

　三三斤とノ司じZ・ある．

イ）　主成，分分耕に用いた変数侍前記の／〃1変数であろ。　判劉に用いた変数（困

　　子）‘丁才／4．　労7／玄，　才・／6因子・である，

　判別結享t1
真作の中で　　　偽作ve

　〃乞｝．2　一一一ナ　〃1ク，22

　nto，3　ny　nto．2s
　ivfo．　4　一一　xvo，　28

　xvfo．　S　一一一一一一〉　No．　z8

真年の中で　　　偽作の

　／レtP，！〇一一〉　／レ伽、2∫’

　！VO．／2　一→　　〃、　Z午

　zLZO．　／3　一　iLIO．　27

　〃，たζ　一→　！γ汐．28

のグ1レアに誤判別され三人弟燃抄副剃肋．2動グ，レ7・κ分類ざれた．

ワ）　島民乙の／o！変数の中から、乙吉司及．てズラ心用のある品診司（．単語）左］余いk変数

　　9用い自主成’分分祈左行・た．判別に用のた変数（因｝）は才／2，学！4，

　　才／乱　才／6凋5一である．

　　判別多吉粟‘‡

真作の中で

　〃〃，ノ

　nfO，　2

　No，　4

　NP．　S

　two，　6

　ハ10、7

偽作の

ma　2Z

ハ〃2／

ntP，　22

iVtP，’

QZ

　NO，　22

　va’Z3
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　nto．　9

　／vo．　／　／

　ivo．　／2

　ん〃，Is

　ivo．　／6

偽57の

ハ／〃、22

　VO，　2Z

　ivO．　ZB

　ntO，　23

　W，　22

のグ’レワ乍誤判ヲU　“れ三鮮1焔物乎偽年〃z初グ’tレフ〃κ分類畝た．
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じ，主滅合分才肋結果左剰用レたアラスy一分耕
　　E、，，＞1）で得た各嬬：のわ～th　i6　｝成全捌轍9・raいて，クラスターAmwr8

　　竹・た，

Pラスター分析の樹状図

　　（1磯。第1因子ab第16因子）
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P翼砂語数と延べ語数の劉合
　　三樽購抄z・1・a（黙ク・s数）／（延べ参吾数）の変雌三赫蟷抄が書力、
　　れた痴真作3編（ノ吻．／s，　／6，　〆7）と偽作2編（ne．　2L　27）と比較した（

　　図　，横軸詞翻盛）．三簿蠣抄は疹1厳8除くと〃ノよ諺の単語
　　かう薦ているj・s・・Yi．延べ語教〃〃。で・の斯ク語数のs，JA．と見ると真作3編

　　恥ずれ巨億ク摘・取回左示し，また試鵜宕撫〃1爾真作と
　　1よほツ司じイ直とな，ていろ．
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　　　　　異なり語数の割合
、

9＞￥〈一＼陰liiiil

　＼　　　、　＼

　　　　　　　、、

　　眠　　　　＼
　　　＼　　　　　　’、
　　　　　　　　、　　　　へ　　　　　　　　　　

　　　　．＼＼、’も

　　　　　　　’＼

　　　　　　　　＼＼　＼さ、

　　　　　　　　　　＼　＼、＼呈

　　　　　　　　　　　’　湘

（偽∫乍）

慰翼1法抄，

　
　
　
　
＼

　
　
　
＼

le se　loo　seo　looe
　　　延　べ’語　数

sooe

71



4．2．4，3，　tt　｛手頃イ乙、のあるイ・斉」勃乏

　　文章にお・アる書矯の特徴はその人のイ）一生を通レぴ変励’のと・昇令
ととt，　t：変化（経年変化）する肋がC力溺れる．（3、，彦鯵照）

ここZ・　ia　ti＞i，フ、1ての解搬行ラ“、一一その目負伽麟変化が認め旅る癖糧につい

て／乱世1藩練たとE　4一（る三M・Xラ去抄か，雌の／281禰の丈章　・・　ek徴細して

いる力店纏調バることにあろ．tt＃9化繭無の判断は麹博との相関係数津
基プいている．（幾捌鏡でtihるが）hガt’　・，・6・SJ・K上ゆのにフ’・・て‘燈鞍化

があると多之る．　（卜＝060よ’1ソ弔；塑仮説月ゲ2釜坪変化侍ない（ダニ。）の。．OOS彦

棄：却値であろ）

勅構造1（働ゐイ轍1・蘭レZ　％47Xとの狛関係数剛諭鋸上である
変数‘手〉タこの遍しクぞあろ．

コード〃り． 統計量此変数名・ r値
．2！ ／字から成る単・診吾のず更用薯リノ含＼ 一クア／6

4 4享かう　　　〃 ク626

33 数詞→固副詞姻拷続の劉令 o，6〃9

2〃8 固看危詞→接尾語への彪続の割令 ク608

431 勧多詞の綾に助詞の論る警恰 一び661

5フ8 　　　　　　　　一侮撃ﾌ4変吻動詞力、1探る割令 a〃2
779 助動詞の前‘ψ卿詞が下る彰・1唇 一〇6／8」

847 多詞→接尾語くの霜融の劉合 o，638

868 名詞罐吻診司カベ釆る劉令 一ク684

898 名詞の前に副詞が釆る割合 0649
」L

908 　　　　　、侮撃ﾌイ姻害’伶 一ク694

9／0 面部諺の〃 一〇．609

920 助詞の使用数／名詞のイ更用数 一〇70∫

949 才老尾診吾、ク）イ姻数　／β矛吉司のイ吏用数
一〇636

／67／ ン，レのκ統計量（接頭語） 一〇605’

、／6％ 。　　　（違体詞） 一〇6％

また単語に閲する祷報に関レて麹乍孝との箱関底数ト洋陶外以上であろ
変数は♪欠の通クである、

晶詞コヂ 単語危 卜但 品詞コード 単語ん ｝～値一 、品詞・一ド 単語危 トづ直

t普適名詞

I，　”

P．　々

吏（志ん）

?iなかゾ

j乗ぐ1、c奮う）

　　　1－0734・

齒ｺパ　　　　L一％07　轍詞
2鯉口名詞

p2．　・

叡山（之岡

坙{国　（に’手んこく）

ﾂ†・飾年

己λ6ρ8

S723
@　　｝一％78｛　　　1

6動詞　　、a助詞

＝@　ヶ

説か（幼ウ

@え7ゼ’

@の

＿％ρ詮

V6η
黹N667
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42尻阜論埋の展開の仁方に蘭する祷報

　　弓丈章と以下の29のいすれかに分美頁し物撫譜面翻べることによ。て雌
採章におい嵌油滴箔因・喩・〈〉儲とレゆ論理娠開法の／x・　y・一ンがあろ
か香かと毒周べるe

（宗〕1主張（間）峯一段の中、じ的主張

　　　　　　山間いに応じ智い場合七ある）

　　、2主張の解説

　！3主張1（付属孫亭柄解説の導入

　　4　　　　　・　　　　の主張
　　よ　　　　　　・　　　　の理：由

　　6　　　　　・　　　の結論
　　7主張に関する選択的好標示
　　8オ空花中の選二言ざれrtい主張

　　9　・の選択される主張

〔図／0（主張）の理由

　〃理由〃り解説

㈱／2馨喩（直喩）
　　！3　〃　（隠喩）

　！4多杢・吉命吏の引用

　／よう主釈1写：の著作吏の．引用

　／6　二十典支＝oっ引用

　／7歴効事実等のラ囲

4．『3　梛麦の研究喜†畠について

㈲／8「ワ禽についての適合

圏／弓儲論

〔制20前段の「宗、昇に閲する設朋

　ZI　i！

2
3
2
2　　　　　　ク

25反対主張の否足

　26
　z7〔物量〕・

ク
ク

にイ寸属する考㌶爵‘こ間する

　灘臼

の頼解・承認
に閲する経吉正左才之める

　設閣

に女†する及jt一†主張

の理：由

の結論

28論理的構造ち上記いすね話属
　さ好い導入
29主張・結論署に基づく推定・

　演繹

　　李研究‘ま吻鳴与一ss4の3年間にまたバ，てイ秘われk魁この3卸罰の厨
殆勧で‘拷初の月的gZ全課したと、ゆことはで鱒い，今後の研宛畜協とし
ては主とレて次、リニっ左7S之ている．

　　イ，解祈に用いる文献の追加

　　　これまでに述べrく解祈結累はデータチェックヵ懲冬了レている26の文献‘く関レZZ”

　　　あ・たが，統計解杵左8ツ正確にすべくt以下に記す真作・偽作及び真偽未

　　　施丈献添加する予定である．（らの内の愚慮について‘uE在67業Y．）

73



真裾

如釆滅後五五fi　k’E2・iC本四金ケ

　　　　　　　　　／273尋
＄負イ弟：未釆診乙

ラ輝取要心

曽谷入道温言擁疇

79－va）v道殿御返．事

始聞虚心
妙一虻御返亭

／273年

！2フ4年

差2アま坪

／27s年

／z78年

／22・年

偽作

閣畿少　　　／x4　4

一念三イ・法門／2タ舛

感心閉唇　　／2ク’年
成備ラ去華肝1回目伝心1一

　　　　　　　〆27s年

固守参詣砂　／292＃
読言涌ラ去季用1じ砂　　〃

方ラ去一如動嚇　　　～

孝嫡愛職♪径頂下／274年

真偽未沢

聖愚問答蛮ナ　　！■6s年

生．死一夫孝・丘z脈鋤

　　　　　　　ノ272＃

言爺実相砂　／273＃
旨女御前御返茅／z77＃

　　また，こ輪での鰹聯匙みうと三短奨ラ去抄の丈章には，日蓬の丈章胴じ

よ九蔚徴が唱うれる武し“・増力巧これだ1π1接樽購抄力咽遵の毎島
乞のと結論するのぼ早落すぎる。なぜなら、日遵の高弟の中に日運上周じよう》蔚

徴Etっ文章藷き経たん才勿が礁在した〃、うしれ・勘かうである．日運の多子‘脅

いが，レm・レ好が坊三穴和法物談の内雰がY・　：！わめて高度な吻であり，レk術

て．毛レご緬悌子詩‘。よるta　Z・あKts・，それ藷き之たん物の数1眼られ一

応・肋三んのん物mV’・．’tの落fnとレての可角と柱が幅、、とktられる．

H順（ 年），日算（ 年）、　日興（ 4）

そこでこの三んの蕩作

　用1ヒ抄（　　年）卓効，

　本門iヒ底抄（　　年）

　五ん所為才ケ（　　坪）

喜々一跡門徒存知茅（

原殿：御返茅　（　　年）

年）日興

と三ノ〈：雑法抄6り比較齢テ♪．

ワ解・耕方ラ去の；検討及1バ開発

こ栂での解送手イ判別分ネ允Pクラスター分枕ハ．主成分分耕・．ti7y弔

分耕と主・試忍とレて用いてき瓦今後，槌加島くのイ轍師加之，これ今
　の方ラ去で｛ラー度．角早初一とii｛）と周時にこれらの解：前・‘（用いた．変数の：妥S　・）・t等：

について翔館寸する予定であろ．またこ，k以外に・欠溢ラ7i解析ラ劫便用う

　予足レていろ。

安，本あ方法り．

妥本の方ラ去2．
x
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今’ ｾ十算プログラムとイr斉級の入出フ7

　　現在馨充言†解耕には既唇のハ。ヅケ＿…ジ’（主とレてβ戸S，9；）5用いているカ℃　本ノ研究

縫ある‘くあたり，データの集計作表，作図あろいf段換の為に閉発しk蔑フ
　のブプフ・ログラムカx・thる．　E＞＜下にこれらのザプ7・　v　7’ラムの桟貧色白．び’使：用法の概

略き示す．　rGおプログラAt‡Azて戸O一R丁1ミ！4　A／壱う吾Z・・プロ7”ラミシフー’さ淑ていろ．

51ア　データ処王七一プアフet7　7・ラhと：その主群箱～；能

一

ププフ。ロ・グラム名 主な才能
研／卿（戸戸1〃oo），1弼2〃0（FF20〃）

ﾋ層1000，駒2卿1よ引用文彦含めて

mwp　　　　序〃0均戸戸2000’け也の

艨i引用吏と除去）のみの解析用

各文敵め文の構造に閲握纏ぐの
ﾊ葉慢及が単語に、閉する纏その　　　　　　　　　　　　　　　b

ｽた診†量の畜†算

戸〃4000

・全心献の文の：構造に関する統計量の

齬藍¥の作成．・藷イ排との相蘭痛い鰭†量・関レて

滑ﾖ図の作図　・

E異刷語数と延べ誘忌め閲係を作図

FM　41〃0
’全文献の文一の麟：造に関する多iた彰†量の

ﾒ出表の作成　　　　　　．

F層夕ρ00　　　　　　　　牛
・単語列使用頻度一覧表作成
B分㌔夢・は全単語の獅こ用頻度：略言乙P、7）

FM　6ρρ0

単｛多歪｝・ラ’IJイ吏用最手ミノ塵芝一一覧表イ丁≡が5～

i，分・溺」はその単諺・洲帰属する品詞あイ吏用頻ノ三一：聴診乙　F2）

戸M7000

　　　　　　　　　　　　　　　　　l
@　　　　　　　　　　　　　　　　i
P語夢”∫イ吏ノ月『1歩多…ノ鹿縮2Lクー覧表イ‘戸成　　　　　i

ﾌ葬備　　　　　　　　　　　i

戸ル180ρ0 単諺」列便用白白三十二ワー覧表イ乍、成

月1〈／Sδ疋7一 全単言吾亘ア’レみベット順に並べ変之る

ερ♪／Sκ・ ，SρεS用テ㌧ヌとテ才ヌク〈出ノク

　　弓　　　　．

潤I4丁ン4ρε
顔τ鋼P（変数選択フヤ）用
f汐とテープへ出力　　　　　　　　　　　　　　　　　i
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データのラ死れ． 。丈の構造に関するデータ

デ’一　y

FM　1000，　F／Vl　2000

（戸F／〃oo，月『2〃の

う’イソ

プリンy一

DISK
（言鋼恥

FM　4000 FM　4／00

ラ4ンフ。グが

（一覧表）

刀ン：かンター

（縮約表）

テープ

テープ

　　一

1蒙撫悔 SPDISK CA　TA　PE

DiS，K

テープ

spss
O凶T’DA　P

ライγフツ）夕一

ぐ・一覧表）
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データの一ヲ吃れ ・単語に蘭するデータ

デ㌧タ

Fル〃000．1「ル720〃〃

（FF／000，　FF12〃0の

・デープ

琳／SORT

テープ

FIV7　SO　OO

（Flvr　6000） FM　700D

　ライン：ry）ヴー

障語の硬騨
　一　ig，　k）
M（FMSveo

テープ

EM　8000

ラインフet／ンター

倖語のくSW1
編約衷）

テープ

CATDA　P

SPDISK

74ンフツンター

、垂吉果

PISK

SPSS
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単語・薩報処理用
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